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１１月２３日の海野宿ふれあい祭で栗林獅子保存会による獅　１１月２３日の海野宿ふれあい祭で栗林獅子保存会による獅

子舞が行われ、晩秋の海野宿に訪れた多くの観光客が見守子舞が行われ、晩秋の海野宿に訪れた多くの観光客が見守

る中、笛や太鼓のおはやしに合わせ、獅子は華麗な舞を披る中、笛や太鼓のおはやしに合わせ、獅子は華麗な舞を披

露しました。栗林の獅子舞は明治１５年頃から始まったと伝露しました。栗林の獅子舞は明治１５年頃から始まったと伝

えられ、伝統ある舞は保存会の皆さんにより現在も受け継えられ、伝統ある舞は保存会の皆さんにより現在も受け継

がれています。がれています。

おはやしに合わせて、おはやしに合わせて、
獅子が華麗に舞う　　　獅子が華麗に舞う

賀 正賀 正
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
心

か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
は
、
東
御
市
に
と
っ
て
発
足
後
５
年
と
い
う
節
目
の
年
に

あ
た
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
は
順
調
に
進
ん
で

お
り
、
東
御
市
の
礎
が
一
段
一
段
積
み
上
が
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
市
民
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
に
よ
る
も
の
と
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
相
次
ぐ
大
規
模
災
害
、
政
局
の
混
迷
、
拡
大
す
る
所

得
や
地
域
間
格
差
、
原
油
高
に
よ
る
景
気
の
減
速
な
ど
、
様
々
な

方
面
で
極
め
て
不
透
明
な
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
施
策
が
停
滞
す
る
こ
と
が
な
い
よ

う
に
努
め
る
と
と
も
に
、
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た

「
環
境
・
子
育
て
・
教
育
の
安
心
、
行
政
改
革
」
に
、「
健
康
づ

く
り
」
を
加
え
、
事
業
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
排
ガ
ス
施
設
の
改
修
や
、
都
市
計
画

街
路
・
田
中
牧
家
線
「
田
中
地
区
」
の
竣
工
な
ど
、
長
年
の
懸
案

で
あ
り
ま
し
た
大
き
な
事
業
の
完
成
を
み
る
と
と
も
に
、
青
少
年

健
全
育
成
条
例
の
制
定
・
施
行
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
東
御
ど
す
こ
い
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
」
に
愛
称
が
決
ま
っ
た

市
民
ま
つ
り
、
巨
峰
の
王
国
ま
つ
り
や
火
の
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
、
姉
妹
都
市
・
マ
ド
ラ
ス
親
善
訪
問
団
の
来
訪
な
ど
、
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
に
企
画
か
ら
運
営
ま
で
多
く
の
市
民
の
方
々
に
携

わ
っ
て
い
た
だ
き
、「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
着
実
な
手
応
え
を

実
感
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
　

月
に
開
催
し
た
と
う
み
健
康
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

１１
「
自
ら
の
健
康
は
自
ら
つ
く
る
」
を
基
本
と
し
た
「
東
御
市
健
康

づ
く
り
宣
言
」
を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に　

月
に
は
、
青
少
年
育

１２

成
市
民
大
会
に
お
い
て
「
青
少
年
健
全
育
成
都
市
宣
言
」
を
行
い
、

東
御
市
民
の
総
意
を
広
く
内
外
に
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

近
時
は
、
少
子
高
齢
化
、
格
差
社
会
、
厳
し
さ
を
増
す
財
政
状

況
な
ど
、
自
治
体
を
取
り
巻
く
状
況
が
大
き
く
変
化
し
、
市
政
を

進
め
て
い
く
う
え
で
極
め
て
重
要
か
つ
困
難
な
と
き
で
は
あ
り
ま

す
が
、
市
発
足
以
来
培
っ
て
き
た
ま
ち
づ
く
り
を
糧
に
、　

世
紀

２１

に
誕
生
し
た
新
し
い
市
と
し
て
、「
誰
も
が
住
み
た
く
な
る
ま
ち

づ
く
り
」
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
平
成　

年
が
市
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
幸
せ
な

２０

一
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
し
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。



3 （２００８年１月）

とうみ

●
消
防
出
初
式
が
田
中
商
店
街
、

サ
ン
テ
ラ
ス
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

る　
　
　
　
　
　
　

（
１
・
７
）

●
男
女
共
同
参
画
の
つ
ど
い
が
中

央
公
民
館
で
行
わ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
２
・
９
）

●
田
中
小
学
校
体
育
館
が
完
成
し
、

竣
工
式
が
行
わ
れ
る
（
３
・
５
）

●
東
部
高
校
が
東
御
清
翔
高
校
と

校
名
変
更　
　
　
　

（
４
・
１
）

●
中
央
公
園
芝
生
広
場
に
全
天
候

走
路
が
完
成
す
る　

（
４
・　

）
２２

●
第
４
回
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
中
央
公
園
で
行
わ
れ
、
子

ど
も
た
ち
で
賑
わ
う
（
５
・　

）
１２

● 
東
部
中
、
北
御
牧
中
ジ
ョ
イ
ン

ト
コ
ン
サ
ー
ト
が
サ
ン
テ
ラ
ス

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
る
（
６
・　

）
１０

●
青
少
年
健
全
育
成
条
例
（
修
正

案
と
修
正
し
た
部
分
を
除
く
）

が
市
議
会
本
会
議
で
可
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
６
・　

）
１５

　

条
例
は
７
月
１
日
に
一
部
施
行
、

　

月
１
日
に
全
面
施
行

１０
●
つ
つ
じ
祭
り
イ
ベ
ン
ト
が
湯
の

丸
高
原
で
行
わ
れ
る
（
６
・　

）
１７

●
第
３
回
市
民
ま
つ
り
が
行
わ
れ
、

愛
称
が
「
東
御
ど
す
こ
い
Ｓ
Ｕ

Ｎ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
」
に
決
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
８
・
４
）

●
成
人
式
が
サ
ン
テ
ラ
ス
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
、
新
成
人
の
新
た
な

門
出
を
祝
う　
　
　

（
８
・　

）
１５

●
防
災
訓
練
が
各
区
で
実
施
さ
れ

る
。
ま
た
、
滋
野
小
学
校
校
庭

で
は
大
規
模
訓
練
が
行
わ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
９
・
２
）

●
姉
妹
都
市
協
定
を
し
て
い
る
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
マ
ド
ラ
ス
市
か

ら
親
善
訪
問
団
が
訪
れ
る

　
　
　
　
　
　
　

（
９
・　

〜　

）

１４

１７

●
巨
峰
の
王
国
ま
つ
り
が
中
央
公

園
で
行
わ
れ
、
来
場
者
で
賑
わ

う　
　
　
　
　

（
９
・　

〜　

）

１５

１６

●
東
御
の
日
、
表
彰
式
典
が
中
央

公
民
館
で
行
わ
れ
る
（　

・
３
）

１０

●
火
の
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
芸
術
む
ら
公
園
で
行
わ
れ
賑

わ
う　
　
　
　

（　

・　

〜　

）

１０

１３

１４

●
都
市
計
画
道
路「
田
中
牧
家
線
」

田
中
駅
前
交
差
点
か
ら
常
田
南

交
差
点
ま
で
の
街
路
工
事
が　
１０

年
の
歳
月
を
経
て
完
成
し
、
竣

工
式
が
行
わ
れ
る　

（　

・
３
）

１１

●
東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
排
ガ

ス
高
度
処
理
工
事
が
完
成
し
、

竣
工
式
が
行
わ
れ
る
（　

・
６
）

１１

● 
東
部
中
吹
奏
楽
部
が
全
日
本

マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
に
出

場
し
、
見
事
銀
賞
を
受
賞
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　

（　

・　

）

１１

１８

●
健
康
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

サ
ン
テ
ラ
ス
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

る　
　
　
　
　
　
　

（　

・　

）

１１

２２

●
青
少
年
育
成
市
民
大
会
が
サ
ン

テ
ラ
ス
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（　

・　

）

１２

２３

平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成１１１１１１１１１１９９９９９９９９９９年年年年年年年年年年平成１９年ををををををををををを
振振振振振振振振振振振りりりりりりりりりりり返返返返返返返返返返返るるるるるるるるるるる

（市報とうみから抜粋）

▲巨峰の王国まつり

▲

火
の
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

▲「田中牧家線」田中駅前交差点から
　常田南交差点までの街路工事完成

▲

子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

▲田中小学校体育館完成

▲市民まつり

▲青少年健全育成条例可決

▲
地
震
総
合
防
災
訓
練
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後期高齢者の後期高齢者の

　

市
報
と
う
み　

月
号
で
も
お
知
ら
せ

１１

し
た
と
お
り
、
平
成　

年
4
月
1
日
か

２０

ら
、
こ
れ
ま
で
の
「
老
人
保
健
制
度
」

に
変
わ
り
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」

が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
制
度
で
は
、
原

則
、
対
象
と
な
る
方
（
被
保
険
者
）
全

員
か
ら
、
医
療
機
関
で
の
窓
口
負
担
分

を
除
い
た
医
療
費
の
総
額
（
医
療
給
付

費
）
の
一
部
を
保
険
料
と
し
て
負
担
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
月
は
、
そ
の
負
担
し
て
い
た
だ
く

長
野
県
内
一
律
の
保
険
料
率
が　

月　
１１

２７

日
に
行
わ
れ
た
長
野
県
後
期
高
齢
者
広

域
連
合
議
会
に
お
い
て
決
定
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

保
険
料
の
仕
組
み

  
保
険
料
の
仕
組
み

　

後
期
高
齢
者
の
方
が
医
療
機
関
で
受

診
し
た
際
の
医
療
費
は
、
窓
口
負
担
分

を
除
き
、
公
費　

％
、
若
年
者
の
保
険

５０

料　

％
、
後
期
高
齢
者
の
保
険
料
が　

４０

１０

％
の
負
担
割
合
と
な
り
ま
す
。

　

１
年
間
に
納
め
て
い
た
だ
く
保
険
料

は
、
所
得
割
（
所
得
に
応
じ
て
負
担
す

る
部
分
）
が
、
前
年
の
総
所
得
金
額
等

の
6
・　

％
、
均
等
割
（
被
保
険
者
の

５３

方
が
等
し
く
負
担
す
る
部
分
）
が
3
万

5
7
8
7
円
と
な
り
、
こ
れ
ら
の
額
を

合
算
し
た
額
と
な
り
ま
す
。（
百
円
未

満
は
切
り
捨
て
）
な
お
、
保
険
料
は
一

人
一
人
計
算
さ
れ
、
県
内
一
人
当
た
り

の
平
均
保
険
料
額
は
年
額
５
万
５
０
５

２
円
で
、
最
高
で
も
年
額　

万
円
ま
で

５０

と
さ
れ
ま
す
。（
下
図
参
照
）

 
保
険
料
の
納
め
方

　

保
険
料
は
原
則
年
金
か
ら
天
引
き
さ

れ
ま
す
。 （
特
別
徴
収
）

　

た
だ
し
、
東
御
市
国
民
健
康
保
険
ま

た
は
国
保
組
合
に
加
入
し
て
い
な
い
方

（
社
会
保
険
等
に
加
入
し
て
い
る
方
）

に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
4
月
〜
9
月

２０

の
間
は
保
険
料
の
徴
収
を
年
金
か
ら
の

天
引
き
で
行
わ
な
い
方
向
で
検
討
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

詳
し
い
徴
収
方
法
に
つ
い
て
は
、
4

月
以
降
に
通
知
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
年
金
額
が
年　

万
円
未
満
の

１８

方
や
、
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
を
合
わ
せ
た
年
額
が
年
金
額

の
2
分
の
1
を
超
え
る
方
に
つ
い
て
は
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
年
金
か
ら

の
天
引
き
が
行
わ
れ
ず
、
納
付
書
や
口

座
振
替
に
よ
っ
て
、
市
へ
個
別
に
納
付

（
普
通
徴
収
）
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に

な
り
ま
す
。

③

医療保険料率が決定医療保険料率が決定

後期高齢者の被保険者（保険料を納めて
いただく方）は、次のいずれかの方です
・75歳以上の方　

　（対象となる日：昭和８年４月１日以前生まれの

方は、平成20年4月1日から。昭和８年４月２

日以降生まれの方は誕生日当日から。）

・65歳～74歳の方で一定の障害の状態にある方

　（対象となる日：すでに老人保健の障害認定を受

けている方は、平成20年４月１日から。ただし、

申請により認定を取り消し、後期高齢者医療制

度へ移行しないこともできます。平成20年４

月２日以降に認定を受ける方は認定日から。）
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　保険料の軽減
　後期高齢者の保険料には次の２つの軽減制度がもうけられています。

①所得による軽減

　　一定以下の所得世帯に属する被保険者については、同一世帯の被保険者と世帯主の総所得金額等の合算額に

より、「被保険者均等割」の部分が次のとおり軽減されます。

　・合算額が基礎控除額（33万円）以下の場合・・・７割軽減（具体的な保険料の額の例①を参照）

　・合算額が基礎控除額（33万円）＋（24.5万円×被保険者数（注１））以下の場合・・・５割軽減

　・合算額が基礎控除額（33万円）＋（35万円×被保険者数）以下の場合・・・２割軽減

　　※年金収入につき、公的年金等控除を受けた者について、高齢者特別控除（総所得金額等から１５万円を控除）

を適用します。

　　（注１）被保険者数からは被保険者である世帯主を除きます。

②社会保険等の被扶養者だった方の軽減（具体的な保険料の額の例④を参照）

　社会保険等の被扶養者で、今まで保険料の負担をしてこなかった方の急激な負担増を避けるため、次のとおり

特別に保険料の凍結・軽減が行われるとされています。（社会保険等の被保険者・国保加入者は、現在も保険料

（税）の負担があるため該当しません。）

　制度加入時から2年間は「被保険者均等割」のみで、これが5割軽減され、所得割は課されません。

　ただし、平成20年4月～平成21年3月までは次のとおりとなります。

　平成20年4月～9月までの６カ月間　凍結（賦課しない）

　平成20年10月～平成21年3月までの6カ月間　被保険者均等割のみ課され、9割軽減されます。

●具体的な保険料の額（年額）の例

　①老齢基礎年金受給者（年金79万円）の場合

　　一人世帯もしくは被保険者（老齢基礎年金受給者）が一人で世帯主の場合や夫婦二人世帯で二人とも老齢基

　　礎年金受給者の場合など

　　　所得割　なし　+　被保険者均等割　10,736円＝年額10,700円

　　　　　　　　　　　　（7割軽減）　　　　　　　　（月額約892円）

　②厚生年金の平均的な年金額の受給者（厚生年金208万円）の場合

　　　所得割　35,915円　+　被保険者均等割　35,787円＝年額71,700円（月額5,975円）

　　　　所得割＝（年金収入額(208万円)－公的年金等控除額（120万円）　　

　　　　　　　　　　－基礎控除額（33万円））×所得割率（6.53％）＝35,915円

　③自営業者の子供と同一世帯の者（親）の場合

　　（子【世帯主】年収390万円、親　年金79万円）

　　　所得割　なし　+　被保険者均等割　35,787円＝年額35,700円（月額2,975円）

　④社会保険等に加入している子供と同一世帯の者（親）の場合（平成20年４月１日加入の場合）

　　（子【世帯主】年収390万円、親【子供の社会保険等の被扶養者】年金79万円）

　　　平成20年4月～9月まで　保険料凍結（賦課しない）

　　　平成20年10月～平成21年3月まで　

　　　所得割　なし　+　被保険者均等割　1,789円＝年額1,700円

　　　　　　　　　　　　（6カ月間　9割軽減）　　　（月額約142円）

　　　平成21年４月～平成22年３月まで　

　　　所得割　なし　+　被保険者均等割　17,893円＝年額17,800円

　　　　　　　　　　　　（１年間　５割軽減）　　　（月額約1,484円）

※「後期高齢者医療制度」についての出前講座を行います。ご希望の場合は下記問い合わせ先にご連絡ください。

　●問い合わせ先　市民課国保年金係　�６２－１１１１（内線１２３１）

（ ）
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男女共同参画の
条例策定に向けて
　市では、男女共同参画社会の実現のため、現在「男女共

同参画推進に関する条例策定懇話会」において条例案を検

討しております。今回は、その原々案のイメージをご紹介

いたします。

　

私
た
ち
は
、
日
々
、
家
の
中
や
職
場
で
、

ま
た
、
区
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の
中
な

ど
で
、
家
族
や
周
り
の
人
々
と
共
に
働
き
、

自
分
自
身
の
た
め
の
趣
味
を
活
か
し
た
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
様
々
な

活
動
の
中
で
、「
こ
れ
は
男
性
の
仕
事
、
こ

れ
は
女
性
の
仕
事
」
と
い
う
よ
う
に
、
は

じ
め
か
ら
決
め
付
け
て
は
い
ま
せ
ん
か
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
で
は
、
社
会
を
構

成
す
る
男
女
が
、
自
ら
の
意
思
で
様
々
な

活
動
に
対
等
に
参
加
し
、
仕
事
や
活
動
の

方
針
を
決
め
る
と
こ
ろ
か
ら
加
わ
り
、
や

り
が
い
も
責
任
も
分
か
ち
合
う
社
会
を
め

ざ
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
昨
年
３
月
に
「
東
御
市
男
女

共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
市
民
と

共
に
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
め
ざ

し
て
き
ま
し
た
。
話
し
合
い
や
活
動
を
進

め
る
中
で
わ
ず
か
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

男
女
共
同
参
画
を
推
進
し
て
い
こ
う
と
す

る
考
え
方
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

現
実
に
は
、
物
事
を
決
定
す
る
場
へ
の
女

性
の
参
画
が
遅
れ
て
い
る
な
ど
の
課
題
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
情
勢
が
大
き
く
変
化
し
て

い
く
中
で
、
男
性
と
女
性
が
そ
れ
ぞ
れ
の

個
性
と
能
力
を
発
揮
し
、
生
き
生
き
と
し

た
活
力
あ
る
私
た
ち
の
ま
ち
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

合
併
前
の
旧
東
部
町
に
は
男
女
共
同
参

画
の
行
動
計
画
が
あ
り
、
旧
北
御
牧
村
で

は
条
例
が
あ
り
ま
し
た
。

　

合
併
後
、
市
民
か
ら
「
東
御
市
に
も
男

女
共
同
参
画
の
条
例
を
」
と
条
例
制
定
を

求
め
る
声
が
あ
り
、「
東
御
市
男
女
共
同

参
画
プ
ラ
ン
」
策
定
に
続
き
、
条
例
を
策

定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

○
男
女
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、「
男
だ
か

ら
」「
女
だ
か
ら
」
と
決
め
付
け
る
の
で

は
な
く
、
自
ら
の
意
思
で
多
様
な
生
き

方
が
選
択
で
き
、
あ
ら
ゆ
る
場
で
、
男

女
平
等
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
。

○
家
族
は
互
い
に
協
力
し
、
家
事
・
育
児

　

・
介
護
等
の
家
庭
生
活
の
役
割
を
果
た

す
こ
と
。

○
広
い
視
野
を
持
っ
て
、
男
女
が
共
に
政

策
や
方
針
の
決
定
に
参
画
す
る
機
会
を

得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

○
男
女
が
地
域
や
職
場
等
で
能
力
を
発
揮

で
き
る
よ
う
、
家
庭
生
活
と
両
立
で
き

る
こ
と
。

○
男
女
が
共
に
健
康
な
生
活
を
営
み
、
母

性
に
配
慮
し
、
男
女
間
の
暴
力
を
な
く

す
こ
と
。

○
年
齢
や
障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
だ

れ
も
が
共
に
地
域
に
参
画
し
安
心
し
て

生
活
で
き
る
こ
と
。

　

男
女
共
同
参
画
は
、
私
た
ち
み
ん
な
が

相
互
に
連
携
し
、
協
力
す
る
こ
と
で
実
現

し
ま
す
。

 

◎
市
民
は

 　

家
庭
・
地
域
・
職
場
・
学
校
な
ど
の

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
、
男
女
共
同
参
画

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

 

◎
地
域
団
体
は

 　

「
男
性
の
仕
事
」「
女
性
の
仕
事
」と
決

め
付
け
ず
、
組
織
の
運
営
や
活
動
の
方

針
決
定
な
ど
に
男
女
が
共
同
し
て
取
り

組
め
る
体
制
と
環
境
を
整
え
ま
し
ょ
う
。

 

◎
事
業
者
は

 　

男
女
が
共
同
で
事
業
活
動
に
参
画
で

き
る
体
制
を
整
え
ま
し
ょ
う
。
職
場
と

家
庭
･
地
域
の
活
動
な
ど
が
両
立
で
き

る
よ
う
に
職
場
環
境
の
整
備
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

 

◎
教
育
関
係
者
は

 　

家
庭
・
地
域
・
学
校
な
ど
で
、
男
女

共
同
参
画
に
配
慮
し
た
適
切
な
教
育
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

 

◎
市
は

 　

市
民
・
地
域
団
体
・
事
業
者
・
教
育

関
係
者
な
ど
の
皆
さ
ん
と
連
携
・
協
力

し
て
男
女
共
同
参
画
推
進
の
施
策
を
実

施
し
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
と
は

　

条
例
化
を
求
め
る
声

  
男
女
共
同
参
画
を
進
め
る
た

  
め
の
基
本
的
な
考
え
方

（
基
本
理
念
）

  
家
庭
、地
域
、職
場
、行
政
が

　
　
　
   
連
携
し
た
取
り
組
み
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●問い合わせ先　生涯学習課男女共生係　�64－5906
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１０

　「生き活き　長生き　健康とうみ」これは11月22日に文化会館サンテラスホールで行われた「健康づく

りシンポジウム」で発表された健康づくりキャッチコピーです。市では「健康づくり」を今年度の重点施

策の一つとして、健診受診率の向上、高齢者の健康維持や生活習慣病予防など市民の健康づくりを積極的

に推進しています。当日のシンポジウムには約500名の皆さんに来場いただき、市民の皆さんの健康に対

する意識の高さを感じました。

　

東
松
山
市
は
「
生
活
重
視
・
福

祉
優
先
の
ま
ち
」、「
花
と
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
の
ま
ち
」
と
し
て
、
障
害

の
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、
す

べ
て
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
、
自

分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
実
践
に
よ
っ
て

市
民
一
人
一
人
の
健
康
を
つ
く
り

あ
げ
て
い
ま
す
。

 
日
本
最
大
の

 
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
祭
典

  
「
日
本
ス
リ
ー
デ
ー

　
　
　
　
　
　

マ
ー
チ
」

　

東
松
山
市
で
、
毎
年　

月
に
行

１１

わ
れ
る
日
本
最
大
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
の
祭
典
で
す
。　

年
を
超
え
る

２０

歴
史
を
持
ち
、
毎
年
、
日
本
各
地

・
世
界
各
国
か
ら
8
万
人
を
超
え

る
ウ
ォ
ー
カ
ー
が
参
加
し
ま
す
。

日
本
ス
リ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
は
、
自

分
の
体
力
に
合
わ
せ
て　

キ
ロ
・

５０

　

キ
ロ
・　

キ
ロ
・　

キ
ロ
・
5

３０

２０

１０

キ
ロ
の
5
コ
ー
ス
を
選
び
、
思
い

思
い
の
ペ
ー
ス
で
歩
く
イ
ベ
ン
ト

で
す
。
ま
た
、
障
害
の
あ
る
方
も

参
加
で
き
る
〝
ゆ
っ
く
り
ウ
ォ
ー

ク
〞
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
以
前

に
は
、
ご
長
寿
姉
妹
で
有
名
だ
っ

た
金
さ
ん
銀
さ
ん
も
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

　
� 
歩 
�

あ
る

 
中 
が
急
増
中
！

ち
ゅ
う

　

東
松
山
市
で
は
� 
歩 
�

あ
る

 
中 
の
感

ち
ゅ
う

染
者
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
東
御

市
に
も
少
し
は
い
る
か
と
思
い
ま

す
。
こ
の
� 
歩 
�

あ
る

 

中 
は
、
朝
、
起

ち
ゅ
う

き
た
ら
歩
き
た
く
て
し
ょ
う
が
な

い
衝
動
に
か
ら
れ
て
し
ま
う
、
と

っ
て
も
健
康
的
な
人
た
ち
の
こ
と

  
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で

　
　
　
　

健
康
づ
く
り

で
す
。

  
共
歩　

〜
共
に
歩
む
〜

　

ま
ず
、
ス
リ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
に

参
加
を
し
て
み
る
。
そ
し
て
、
そ

こ
で
出
会
う
仲
間
と
共
に
楽
し
さ

を
味
わ
い
、
共
に
歩
く
。

　

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
ま
ち
づ
く

り
」。
そ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
、
東

松
山
市
の
健
康
づ
く
り
は
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

　埼玉県東松山市は人口９万人の都

市で、世界有数の国際ウォーキング

大会である「日本スリーデーマーチ」

の開催市として国際的に知られてい

ます。また、すべての市民が安心し

て暮らすことができるノーマライ

ゼーションのまちづくりに積極的に

取り組んでいます。

講師　埼玉県東松山市長

　　  坂  本  　之輔さん
　思えば叶う！そうなりたい！そ
うなると信ずる！そのように努力
する！そうすればそうなる！こん
な思いでまちづくりにも積極的に
取り組んでいます。市長自身も
様々な趣味・特技を持ち、忙しい
合間をぬっては趣味に没頭し、ス
ポーツを行い、健康を維持してい
ます。
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お
ふ
く
ろ
の
味
が

　
　
　
　

�
袋
�
の
味
に

青
木
桂
子
さ
ん　

　

子
供
た
ち
の
食
生
活
は
、
昔
と

格
段
に
変
化
し
て
お
り
、
お
ふ
く

ろ
が
�
袋
�（
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
な
ど

の
袋
）
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

物
が
あ
ふ
れ
る
な
か
で
、
お
菓
子

や
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
食
し
て
お
り
、

と
て
も
残
念
で
す
。
今
後
、
学
校

給
食
な
ど
の
食
育
に
力
を
入
れ
、

日
本
の
食
文
化
を
教
え
て
い
く
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

泳
友
が
で
き
た

武
舎
秀
雄
さ
ん　

　

子
ど
も
の
頃
は
、
と
て
も
病
弱

で
、
学
校
の
先
生
に
運
動
も
掃
除

も
何
も
か
も
だ
め
と
言
わ
れ
、
寂

し
い
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
た
が
、

今
で
は　

歳
で
マ
ス
タ
ー
ズ
の
水

６６

泳
大
会
に
出
る
ま
で
に
な
り
ま
し

た
。
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る

よ
う
に
と
、　

代
か
ら
様
々
な
ス

２０

ポ
ー
ツ
を
始
め
た
が
、
水
泳
だ
け

は
泳
げ
な
い
ま
ま
時
が
過
ぎ
て
し

ま
い
ま
し
た
。　

歳
を
過
ぎ
、
水

６０

泳
に
も
挑
戦
し
、
5
年
間
通
い
詰

め
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー
の
お

か
げ
で
泳
げ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
年
間
の
8
割
は
、
プ
ー
ル
で

泳
い
で
お
り
、
い
わ
ゆ
る
水
泳
中

毒
者
に
な
っ
た
み
た
い
で
す
。

プ
ー
ル
に
通
う
回
数
が
増
え
、
裸

と
裸
の
付
き
合
い
が
で
き
、
み
ん

な
で
体
を
動
か
す
楽
し
さ
が
分
か

ち
合
え
る
�
泳
友
�
が
で
き
、
健

康
づ
く
り
に
大
い
に
役
立
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
課
題

石
合
幸
子
さ
ん　

　

会
社
の
保
健
師
と
し
て
、
社
員

の
健
康
を
守
る
た
め
、
食
堂
の
メ

ニ
ュ
ー
に
工
夫
を
加
え
ま
し
た
。

ま
た
、
健
診
受
診
率
1
0
0
％
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
ど

う
し
て
も
健
診
を
受
け
て
く
れ
な

い
人
へ
の
声
が
け
な
ど
を
行
っ
て

き
た
結
果
、
現
在
で
は
受
診
率
1

0
0
％
を
達
成
し
ま
し
た
。
健
診

の
結
果
は
、
約
８
割
が
異
常
あ
り

で
返
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、

本
当
の
意
味
で
社
員
の
健
康
を
守

っ
て
い
く
た
め
に
必
ず
精
密
検
査

を
受
診
し
て
も
ら
う
こ
と
が
今
後

の
課
題
で
す
。

　

笑
い
の
あ
る
生
活
を

武
藤
芳
照
さ
ん　

　

健
診
も
大
切
だ
が
、
自
己
健
診

は
も
っ
と
大
切
で
す
。
疲
れ
た
と

き
は
疲
れ
た
と
言
お
う
！
痛
い
と

き
は
痛
い
と
言
お
う
！
休
む
べ
き

と
き
は
休
も
う
！
無
理
を
し
て
運

動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
も
、
突
然

死
や
け
が
に
つ
な
が
る
元
で
す
。

�
笑
う
門
に
は
福
来
た
る
�
の
よ

う
に
、
笑
い
が
あ
ふ
れ
て
い
る
の

で
あ
れ
ば
そ
の
人
、
そ
の
家
庭
、

そ
の
地
域
、
そ
し
て
そ
の
市
が
健

康
で
す
。

パネラー
青木　桂子さん

　みまきいきいきグルー

プの代表として食の安

全・安心と共に地産地消

にも取り組まれています。

地域の食文化を推進する

ため、地元の食材を使っ

た「おふくろの味」を伝

えるため、地域で活躍さ

れています。

パネラー
石合　幸子さん

　日信工業㈱で保健師と
して、「勇気、やる気、元
気、陽気」をモットーに、
日々社員の健康保持増進
に務められています。社
員食堂のメニューには、
サラダバーや豆を利用し
た献立も取り入れ、社員
の健康を考えた工夫がさ
れています。

パネラー
武舎　秀雄さん

　旧東部町商工会事務局

長を定年退職後、一念発

起し、それまで泳げな

かった水泳をはじめられ

ました。大好きなスポー

ツで健康づくりと仲間づ

くりができ、毎日いきい

きと過ごされています。

座長
武藤　芳照さん

　現在、東京大学大学院
身体教育学講座教授、東
京厚生年金病院客員研究
部長、身体教育医学研究
所運営委員長、（財）日本
体育協会公認スポーツド
クターなどを務められ、
旧北御牧村時代から東御
市の健康づくりにお力添
えを頂いています。



 
健
康
づ
く
り
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

 
健
康
川
柳　

入
賞
作
品

健
康
づ
く
り
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

　

最
優
秀
賞

「
生
き
活
き

　
　
　

長
生
き

　
　
　
　

健
康
と
う
み
」

小
山　

幸
映
さ
ん　

　

健
康
づ
く
り
活
動
へ
の
参
加
促
進
や
川
柳
の
響
き
で
楽
し
く
健
康
づ

く
り
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
と
川
柳
を
募
集

し
た
と
こ
ろ
、
合
わ
せ
て
1
0
0
通
以
上
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
中
か
ら
、
最
優
秀
賞
と
優
秀
賞
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

優
秀
賞

「
心
も

　
   
身
体
も

　
　
 
G
o
o
と
う
み
！
」

大
石　

智
花
子
さ
ん　

「
健
診
は

　
　

健
康
づ
く
り
の

　
　
　
　
　

道
し
る
べ
」

半
田　

秀
一
さ
ん　

　

健
康
川
柳

　

最
優
秀
賞

「
メ
タ
ボ
腹

　
　

さ
せ
な
い
妻
に

　
　
　

ア
イ
ラ
ブ
ユ
ー
」

飯
島　

貞
夫
さ
ん　

　

優
秀
賞

「
薬
よ
り

　
　
  
食
事
加
減
が

　
　
　
　
　

身
を
守
る
」

関　
　

真
嶺
さ
ん　

「
体
重
計

　
　
 
壊
れ
て
い
る
と

　
　
　
　

言
っ
て
く
れ
」

ぷ
っ
く
り
と
ま
と
さ
ん　

東御市健康づくり宣言
　東御市の豊かな自然環境のなかで、健康でこころ豊かに安心して暮らすことは、

私たちみんなの願いです。

　自らの健康は自らつくることを基本に、市民が手を携えて、健やかに育ち健康

を守る活動に取り組む必要があります。

　ここに市民の総意により、元気を発信する健康寿命のまちを目指すとともに、

次のことを提唱し、東御市は、健康づくりに邁進することを宣言します。

１、 食生活を見直し、運動に親しみ、元気な身体をつくります。

１、 禁煙や生活習慣など、家族みんなで健康について話し合います。

１、 健康診査を毎年受け、自分の身体の健康を考えます。

１、 仕事や家事の手を休め、こころのゆとりをつくります。

１、 豊かな自然と共生し、みんなが住みよい環境をつくります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成19年11月22日

　市保健補導員会長の

山口由美子さんにより、

健康づくり宣言が朗読

され、会場の皆さんの

拍手により、健康づく

り宣言が採択されまし

た。

　

健
康
な
か
ら
だ
を
作
っ
て
い
く
こ
と
は
、

最
終
的
に
は
自
分
自
身
が
変
わ
ら
な
く
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
坂
本
市
長
の
よ
う
に
、

あ
ら
ゆ
る
ス
ポ
ー
ツ
を
趣
味
と
し
て
行
う
。

武
舎
さ
ん
の
よ
う
に　

歳
か
ら
水
泳
に
挑

６０

戦
を
す
る
。
他
に
も
変
わ
る
き
っ
か
け
は

あ
る
は
ず
で
す
。
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
、
そ
ん
な
き
っ
か
け
と
し
て
、
こ
れ
か

ら
の
健
康
づ
く
り
に
役
立
て
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。
武
藤
教
授
の
言
葉
に
「
動
か

な
い
と
動
け
な
く
な
り
、
結
果
と
し
て
健

康
を
害
す
る
」
と
あ
り
ま
し
た
が
、
ま
っ

た
く
そ
の
通
り
で
す
。
動
け
な
く
な
る
前

に
、
何
か
に
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

共
に
歩
ん
で
く
れ
る
仲
間
も
き
っ
と
見
つ

か
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
困
っ
た
時
は
、
保
健
師
・
栄

養
士
・
健
康
運
動
指
導
士
と
い
う
専
門
家

の
い
る
健
康
保
健
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

健
康
保
健
課
健
康
増
進
係

　
　

�　

－

６
０
６
０

６１

複十字シール募金
ご協力ありがとうございました

　市保健補導員のご協力により、
健康づくりシンポジウム会場にお
いて複十字シール募金活動を行い
ました。
　市民の皆様のあたたかいご協力
により、３,６８０円集まり、全額、財
団法人結核予防会長野県支部へ送
金させていただきました。ありが
とうございました。

（２００８年１月） 10
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選挙の投票区が変更になりました
平成20年４月１３日執行予定の東御市長選挙から

　市選挙管理委員会では、平成１７年から「投票区のあり方」について研究を重ねてきました。この間、市内の投

票区・投票所の現況や、県内各市の状況を調査し、投票所のスペース、駐車場など近年の投票環境の変化を考慮

した再編案により、パブリックコメントや区長会などを通じ広く市民の皆さんからご意見をいただき、現在４１か

所の投票区を２７か所に再編成することになりました。

　なお、この変更は平成２０年４月１３日執行予定の東御市長選挙からとなります。

　選挙は、私たちの意思を国政や市政などに反映させ、生活や社会をより良くするための大切な機会です。皆さ

んの貴重な一票を大切にしましょう。

●問い合わせ先　選挙管理委員会事務局（総務課総務係内）　�64－5876

投　　票　　所　（※）投　票　区　の　区　の　区　域投票区名

加沢公民館加沢第１投票区

東部中学校常田、城ノ前、新屋、伊勢原第２投票区

田中コミュニティーセンター田中、県、郷仕川原第３投票区

海野宿ふれあいセンター本海野、白鳥台第４投票区

海野宿囲炉裏の家西海野第５投票区

滋野コミュニティーセンター赤岩、片羽、中屋敷第６投票区

滋野児童館桜井、大石第７投票区

原口公民館原口、聖第８投票区

東保育園乙女平、王子平、金井第９投票区

奈良原公民館湯の丸、奈良原第１０投票区

横堰公民館新張（横堰に限る）、滝の沢第１１投票区

新張公民館別府、新張 （横堰を除く）、鞍掛自治区、リードリーくらかけ自治区第１２投票区

祢津児童館出場、東町、西宮、祢津南第１３投票区

姫子沢公民館姫子沢、東上田（姫子沢に限る）第１４投票区

東上田研修センター東上田（原、長峰及び姫子沢を除く）、寺坂第１５投票区

和コミュニティーセンター東上田 （原及び長峰に限る）、田沢（タタラ堂に限る）、大川、栗林第１６投票区

田沢公民館田沢（タタラ堂を除く）第１７投票区

海善寺振興センター海善寺、日向が丘、海善寺北、睦第１８投票区

東深井公民館又は曽根公民館曽根、東深井、西深井第１９投票区

西入公民館西入、東入第２０投票区

上八重原公民館上八重原、田楽平、中八重原第２１投票区

下八重原公民館山崎、下八重原西部、下八重原東部、芸術むら、白樺第２２投票区

北御牧公民館切久保、八反田、大日向、光ケ丘第２３投票区

生きがい交流センター本下之城、田之尻、畔田、宮第２４投票区

婦人活動促進施設御牧原南部、御牧原北部、御牧台第２５投票区

御牧の家布下、常満、島川原第２６投票区

羽毛山コミュニティーセンター羽毛山、牧ケ原第２７投票区

※　投票所については、選挙の都度、投票所入場券などによりお知らせいたします。
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市
民
に
親
し
ま
れ
る
図
書
館
へ

　
　
　
    　
     
研研研研研研研研研研
究究究究究究究究究究
報報報報報報報報報報
告告告告告告告告告告
書書書書書書書書書書
提提提提提提提提提提
出出出出出出出出出出

研
究
報
告
書
提
出

　

生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
上
で
重
要
な
位
置
づ
け
を
も
つ
図
書

館
に
つ
い
て
、
将
来
の
あ
る
べ
き
姿
を

調
査
・
研
究
す
る
た
め
に
発
足
し
た「
東

御
市
新
し
い
図
書
館
づ
く
り
研
究
委
員

会
」
で
は
、
そ
の
成
果
を
報
告
書
に
ま

と
め
、　

月　

日
、
長
岡
克
衛
会
長
、

１１

３０

工
藤
信
広
副
会
長
か
ら
土
屋
市
長
へ
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
研
究
委
員
会
の
報
告
書
を

基
本
に
、
新
し
い
図
書
館
建
設
に
向
け

て
具
体
的
な
検
討
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

現
在
の
市
立
図
書
館
は
、
昭
和　

年
に

５６

建
設
さ
れ
て
以
来
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
親

し
ま
れ
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
蔵
書
（
保
有
す
る
本
）
や
貸

出
件
数
、
利
用
者
登
録
者
数
も
順
調
に
伸

び
、
平
成　

年
度
に
は
、　

万
冊
を
超
え

１８

１１

る
本
を
保
有
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
蔵
書
冊
数
や
利
用
者
が
増
加

す
る
中
、
６
万
冊
を
蔵
書
目
標
と
し
て
建

設
さ
れ
た
現
図
書
館
に
お
い
て
は
、
収
蔵

能
力
の
限
界
や
ス
ペ
ー
ス
不
足
が
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
度
情
報
化
社
会
の
到
来
に
よ

り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
電
子
媒
体
（
Ｃ

Ｄ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）
な
ど
に
よ
る
情
報
が
多
数

出
回
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
現
在
の

図
書
館
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続

で
き
る
パ
ソ
コ
ン
が
１
台
の
み
で
、
Ｃ
Ｄ
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
と
い
っ
た
電
子
媒
体
情
報
資
料
の

収
集
や
提
供
に
つ
い
て
は
、
行
っ
て
い
ま

せ
ん
。

　

報
告
書
で
は
、
公
共
図
書
館
を
取
り
巻

く
動
向
や
現
在
の
図
書
館
の
現
状
と
課
題

に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
結
果
、
特
に
、
館

内
の
ス
ペ
ー
ス
不
足
、
駐
車
場
不
足
の
問

題
が
指
摘
さ
れ
、
多
様
化
す
る
利
用
者

ニ
ー
ズ
や
高
度
情
報
社
会
に
対
応
で
き
る

新
し
い
図
書
館
建
設
が
必
要
で
あ
る
と
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
立
図
書
館
の
あ
り
方
に
つ
い

て
提
言
が
さ
れ
、
市
立
図
書
館
が
め
ざ
す

サ
ー
ビ
ス
の
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
い

つ
で
も
、
だ
れ
で
も
学
習
で
き
る
、
地
域

の
学
習
情
報
の
拠
点
と
し
て
の
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
、
市
民
の
文
化
的
交
流
活
動
の
場

や
、
ゆ
と
り
と
憩
い
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
空

間
と
し
て
市
民
と
つ
く
る
図
書
館
の
実
現

を
め
ざ
す
と
し
て
い
ま
す
。

新新新新新新新新新新
しししししししししし
いいいいいいいいいい
図図図図図図図図図図
書書書書書書書書書書
館館館館館館館館館館
づづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくく
りりりりりりりりりり

新
し
い
図
書
館
づ
く
り

研研研研研研研研研研

究究究究究究究究究究

委委委委委委委委委委

員員員員員員員員員員

会会会会会会会会会会

研

究

委

員

会

　

現
在
の
図
書
館
の
状
況

　

新
し
い
図
書
館
づ
く
り

　
　
　
  
研
究
報
告
書
の
概
要

▲研究委員会から報告書が市長へ手渡されました

▲提出された研究報告書



〈現　　状〉
　所有する資料の増加が図書館全体のスペースを圧迫して
いる状況にあります。特に利用者が多く訪れる開架スペー
スにおいては、書棚と書棚の間隔が狭く、閲覧用の机やい
すも少ないため、利用しづらい状況にあります。　
〈提言内容〉
　ゆったりとしたスペースを確保し、利用者が直接手に
取って探すことができる書架を増やすとともに、ソファー
を置いたくつろぎの空間の設置や閲覧席を配置し、読書環
境を確保する｡
　児童コーナーには、児童図書・紙芝居用書架や読み聞か
せコーナーを設置し、一般開架スペースとは一定距離をお
くことで、それぞれの環境を確保する。
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新
図
書
館
の
整
備
計
画
で
は
、
蔵
書
冊

数
を　

万
冊
と
し
、
資
料
別
の
収
集
資
料

１８

の
目
安
や
機
能
ス
ペ
ー
ス
構
成
等
に
つ
い

て
具
体
的
な
提
言
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

組
織
、
運
営
計
画
に
つ
い
て
は
、
民
間

活
力
の
導
入
、
市
民
の
協
力
を
挙
げ
、
開

館
時
間
の
延
長
等
に
つ
い
て
も
多
角
的
に

検
討
す
べ
き
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
図
書
館
の
建
設
場
所
や
建
物

に
つ
い
て
も
提
言
さ
れ
て
お
り
、
現
在
地

を
含
め
た
５
か
所
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の

利
点
、
課
題
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
中
か
ら
、
報
告
書
で
提
言
さ
れ
て

い
る
内
容
の
一
部
に
つ
い
て
現
在
の
図
書

館
の
状
況
と
比
較
し
な
が
ら
紹
介
し
ま
す
。

　　

〈現　　状〉
　現在の図書館には、インターネット閲覧用パソコン
が1台設置されているのみで、ＣＤ、ＤＶＤ等の視聴
覚資料やそれらの閲覧用機器は設置されていません。
〈提言内容〉
　多様な形態での資料提供にも対応するために、視聴
覚資料についても計画的に収集する。
　視聴覚資料コーナーを配置し、パソコンブース・Ｃ
Ｄ、ＤＶＤ等の視聴覚ブースを設置する。

　★ゆったりとしたスペース

　★高度情報社会への対応

　★郷土資料の充実

●問い合わせ先　市立図書館　�６４－５８８６

▲市民に親しまれている図書館

▲▲混み合うカウ
　ンターと開架ス
　ペース

▲インターネットは、情報検索ツールとして使われています

▲にぎわうおはなしこども会

〈現　　状〉
　郷土資料については、４０００冊程度ありますが、スペース
や蔵書数の増加により、他の本と混在しており利用しずら
い状況にあります。
〈提言内容〉
　市民が地域を理解することのできる資料を積極的に収集
し、郷土資料コーナーを設置。
　郷土・行政資料の積極的な収集（目安として６５００冊）と
提供を行い、総合情報センターとしての機能を推進する。
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・標語」入選作品紹介
　

上
田
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
に
お
い
て
、
租
税
教
育

推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
「
第　

回
中
学
生
の
税
に
つ
い
て

４１

の
作
文
」
を
募
集
し
ま
し
た
。
９
校
か
ら
４
８
０
点
の
応
募

が
あ
り
、
東
御
市
で
は
２
名
の
作
文
が
入
選
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
上
田
税
務
署
と
上
小
・
更
埴
租
税
教
育
推
進
協
議

　

私
た
ち
の
身
近
に
は
、
ど
の
よ
う
な
税
が
あ
る

で
し
ょ
う
。「
所
得
税
」「
法
人
税
」「
関
税
」
な

ど
と
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
中
で
、
私
た
ち
中
学
生
で

も
、
と
て
も
身
近
な
「
消
費
税
」
が
あ
り
ま
す
。
消

費
税
は
今
の
日
本
で
は
５
％
と
な
っ
て
い
て
、
ス

ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
、
物
を
買
う
と
、
ど
こ

に
で
も
５
％
と
し
て
つ
い
て
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
普
段
何
げ
な
く
払
っ
て
い
る
、「
消
費

税
」
や
、
そ
の
他
の
い
ろ
ん
な
「
税
」
は
一
体
ど

こ
で
、
ど
の
よ
う
に
し
て
使
わ
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
。

　

私
た
ち
学
生
に
一
番
近
い
も
の
で
は
、
教
育
費

が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
が
使
っ
て
い
る
教
科
書
や

ワ
ー
ク
な
ど
、
ど
れ
も
無
料
で
使
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
私
た
ち
中
学
生
は
一
年
間
で
一
人
あ
た
り

だ
い
た
い　

万
円
近
く
の
税
金
が
使
わ
れ
て
い
る

９４

そ
う
で
す
。
他
に
も
公
立
図
書
館
や
公
園
も
無
料

で
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
救
急
車
も
無
料
で

乗
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

も
し
、
私
た
ち
が
税
金
を
払
っ
て
い
な
け
れ
ば
、

公
園
に
行
く
時
や
、
救
急
車
に
乗
る
時
な
ど
、
い

ち
い
ち
お
金
を
払
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ

ん
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
私
た
ち
は
し
っ

か
り
税
金
を
払
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

で
す
。

　

し
か
し
、
人
は
無
料
で
使
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い

る
こ
の
豊
か
な
環
境
に
感
謝
を
し
て
い
ま
せ
ん
。

図
書
館
か
ら
借
り
て
い
る
本
を
破
っ
た
り
、
落
書

き
を
し
た
り
と
、
他
の
人
に
迷
惑
を
か
け
た
り
、

自
分
で
立
っ
て
病
院
に
行
け
る
よ
う
な
軽
い
病
気

あ
る
い
は
、
け
が
の
人
が
、
タ
ク
シ
ー
が
わ
り
に

救
急
車
を
呼
ぶ
な
ど
、
こ
の
く
ら
し
や
す
い
環
境

を
「
あ
た
り
ま
え
」
と
し
て
考
え
て
る
人
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

中
に
は
「
自
分
た
ち
で
払
っ
て
い
る
税
金
で
つ

く
っ
た
か
ら
別
に
い
い
じ
ゃ
ん
」
と
思
う
人
も
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
だ
け
ど
私
は
、「
自
分
が

払
っ
て
い
る
税
金
で
つ
く
る
物
だ
け
ど
、
自
分
の

�

�

�

物�
に
は
な
ら
な
い
」
と
思
い
ま
す
。
税
金
の
使
い

み
ち
は
「
み
ん
な

�

�

�

の
た
め
に
な
る
も
の
」
だ
と
思

う
か
ら
で
す
。
だ
か
ら
私
は
、
今
の
こ
の
環
境
を

大
切
に
し
、「
あ
た
り
ま
え
」
と
思
わ
な
い
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

こ
の
ま
ま
、
無
料
で
使
え
る
と
い
う
豊
か
な
環

境
に
感
謝
せ
ず
に
、「
あ
た
り
ま
え
」
の
生
活
を
つ

づ
け
た
ら
、
税
が
上
が
る
こ
と
も
遠
く
な
い
で

し
ょ
う
。
そ
し
て
、
税
が
上
が
る
こ
と
に
文
句
を

言
う
人
が
間
違
い
な
く
過
半
数
を
こ
え
る
で
し
ょ

う
。

　

そ
ん
な
理
不
尽
な
考
え
を
な
く
す
よ
う
に
、
こ

れ
か
ら
一
人
一
人
が
考
え
て
い
く
べ
き
課
題
だ
と

思
い
ま
し
た
。

  
関
東
信
越
国
税
局
長
賞　

佳
作

会
に
お
い
て
募
集
し
た
「
税
に
関
す
る
中
学
生
の
標
語
」
に

は　

校
か
ら
２
５
１
５
点
の
応
募
が
あ
り
、
東
御
市
で
は　

２１

１０

名
の
標
語
が
入
選
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
皆
さ
ん
の
作
品

を
紹
介
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

私
た
ち
の
身
近
な
税
金 

　

東
部
中
学
校
３
年　
 
川  
上 　
 
柚 
香
   
　

か
わ 
か
み 

ゆ 

か

上上上上上上上上上上
田田田田田田田田田田
地地地地地地地地地地
区区区区区区区区区区
納納納納納納納納納納
税税税税税税税税税税
貯貯貯貯貯貯貯貯貯貯
蓄蓄蓄蓄蓄蓄蓄蓄蓄蓄
組組組組組組組組組組
合合合合合合合合合合
連連連連連連連連連連
合合合合合合合合合合
会会会会会会会会会会
長長長長長長長長長長
賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞

　

上
田
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

  
税
金
は

　
　

豊
か
な
暮
ら
し
の

　
　
　
　
　

サ
ポ
ー
タ
ー

北
御
牧
中
学
校
３
年　
 
白  
倉 　
 
永 
梨
   
　

し
ら 
く
ら 

え 

り

  
上
田
税
務
署
長
賞

  
納
税
で

　
　

拓
け
る
未
来

　
　
　
　
　

明
る
い
社
会

東
部
中
学
校
３
年　
 
岡  
崎 　
　

雅

お
か 
ざ
き

   
　
み
や
び

  
上
小
・
更
埴
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

  
築
こ
う
よ

　
　

税
を
納
め
て

　
　
　
　

み
ん
な
の
未
来

東
部
中
学
校
３
年　
 
小 こ 
林 
ば
や
し　
 
雄 
介
   
　

ゆ
う 
す
け

  
税
金
を

　
　

正
し
く
納
め
て

　
　
　
　
　

明
る
い
社
会

北
御
牧
中
学
校
１
年　
 
鳴  
澤  
美  
樹 
子
   
　

な
る 
さ
わ 

み 

き 

こ

  
関
東
信
越
税
理
士
会　

上
田
支
部
長
賞

  
納
税
で

　
　

つ
く
り
あ
げ
よ
う

　
　
　
　
　

未
来
の
社
会

東
部
中
学
校
３
年　
 
小 こ 
林 
ば
や
し　
 
宏 
樹
   
　

ひ
ろ 

き

・標語」入選作品紹介
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とうみ

「税に関する中学生の作文

  
上
小
地
方
事
務
所
長
賞

  
税
金
で

　
　

創
る
未
来
に

　
　
　
　
　

夢
が
あ
る

東
部
中
学
校
３
年　
 
松 
ま
つ 
林 
ば
や
し　
 
知 
輝
   
　

と
も 

き

  
税
金
で

　
　

支
え
る
社
会
と

　
　
　
　
　

未
来
の
世
界

北
御
牧
中
学
校
３
年　
 
白  
倉 　
　

悠
   
　

し
ら 
く
ら 

ゆ
う

  
東
御
市
長
賞

  
税
金
で

　
　

幸
せ
あ
ふ
れ
る

　
　
　
　
　
　

町
づ
く
り

東
部
中
学
校
３
年　
 
山  
� 　
 
美 
和
   
　

や
ま 
ざ
き 

み 

わ

  
税
金
で

　
　

支
え
て
い
こ
う

　
　
　
　

み
ん
な
の
未
来

北
御
牧
中
学
校
１
年　
 
井  
出 　
　

葵

い 

で

   
　
あ
お
い

  
上
田
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

  
税
金
が

　
　

輝
く
未
来
を

　
　
　
　
　

つ
く
り
だ
す

北
御
牧
中
学
校
３
年　
 
山  
浦 　
 
麻 
菜
   
　

や
ま 
う
ら 

ま 

な

　

毎
日
を
生
活
し
て
い
く
中
で
、
税
に
関
す
る
言

葉
を
聞
く
事
は
多
い
。
増
税
・
滞
納
・
納
税
…
…
。

　

『
国
民
の
三
大
義
務
』
の
う
ち
の
一
つ
、
〝
納
税

の
義
務
〞 。
そ
れ
は
、
義
務
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
怠
る
人
が
多
い
。
私
は
思
っ
た
。〈
増
税
〉

と
〈
滞
納
〉
は
関
係
が
あ
る
と
。

　

〝
義
務
〞
と
は
、〝
権
利
〞
が
あ
る
代
わ
り
に

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
。
税
は
、
私
た
ち
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
様
々
な
働
き
を
し
て

く
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
教
育
費
の
負
担
、
国
民

医
療
費
の
負
担
、
市
町
村
の
ゴ
ミ
処
理
費
の
負
担

な
ど
が
あ
る
。
こ
の
三
つ
の
例
を
聞
い
た
だ
け
で

も
、
税
の
働
き
は
す
ご
い
と
思
う
。
今
、
滞
納
者

と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
が
し
っ
か
り
納
税
を
し
た
な

ら
、
増
税
し
な
く
て
も
す
む
か
も
知
れ
な
い
。
そ

し
て
、
さ
ら
に
充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス
が
増
え
る
か

も
知
れ
な
い
。
国
民
全
員
が
気
持
ち
良
く
生
活
す

る
た
め
に
は
一
人
一
人
の
努
力
が
必
要
だ
。

　

ま
ず
、
今
、
社
会
を
担
っ
て
い
る
大
人
た
ち
が

す
る
事
は
〝
納
税
〞
だ
と
思
う
。
そ
の
税
で
次
の

世
代
を
担
う
私
た
ち
子
供
が
勉
強
し
、
成
長
す
る
。

そ
の
他
に
も
、
火
災
に
あ
っ
た
時
は
消
防
車
、
万

が
一
自
分
の
身
に
何
か
起
き
た
時
は
救
急
車
が
助

け
て
く
れ
る
。そ
の
消
防
車
や
救
急
車
も
、税
が
無

い
と
活
動
し
な
い
わ
け
な
の
だ
か
ら
、
結
局
は
自

分
の
支
払
っ
た
税
が
助
け
て
く
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
し
て
次
の
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
が
す
る
事

は
、 〝
勉
強
〞
だ
。
私
は
今
ま
で「
勉
強
を
さ
せ
ら

れ
て
い
る
」
と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は

間
違
っ
た
考
え
だ
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
国
が

教
育
費
を
負
担
し
て
く
れ
な
け
れ
ば
、
私
は
今
、

勉
強
を
す
る
事
が
出
来
て
い
な
か
っ
た
か
も
知
れ

な
い
と
思
う
と
、
急
に
税
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
が

高
ま
っ
た
。

　

国
民
が
税
を
支
払
い
、
そ
の
税
が
私
た
ち
を
支

え
る
。
そ
の
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
事
に
私

た
ち
国
民
は
支
え
ら
れ
、
安
心
し
て
生
活
し
て
来

れ
た
の
だ
。
そ
れ
は
当
た
り
前
す
ぎ
て
私
た
ち
の

認
識
が
薄
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

感
じ
る
。

　

税
に
対
し
て
の
関
心
が
高
ま
っ
た
り
、
さ
ら
に

税
を
知
れ
ば
、
税
の
大
切
さ
を
感
じ
た
り
、
税
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ
人
が
増
え
る
の
で
は
な

い
か
。
今
、
税
を
よ
く
知
ら
な
い
人
が
多
い
か
ら

滞
納
者
が
減
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
国
民
が

も
っ
と
も
っ
と
税
を
知
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
、
滞

納
者
が
減
る
よ
う
に
、
税
の
事
を
み
ん
な
に
よ
く

知
っ
て
欲
し
い
。
少
な
く
と
も
、
私
は
税
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
た
か
ら
こ
そ
、
感
謝
し
た
り
、
税

を
も
っ
と
知
り
た
い
と
思
っ
た
の
だ
か
ら
、
他
の

人
も
そ
う
思
う
か
も
知
れ
な
い
。

　

私
も
税
に
つ
い
て
知
ら
な
い
事
が
、
ま
だ
ま
だ

た
く
さ
ん
あ
る
と
思
う
。
今
の
消
費
税
を
納
め
る

だ
け
の
子
供
か
ら
、
所
得
税
や
法
人
税
・
自
動
車

税
な
ど
の
税
を
納
め
る
大
人
に
な
っ
た
時
の
た
め

に
も
今
か
ら
税
を
よ
く
知
っ
て
お
き
た
い
。
そ
し

て
将
来
は
税
を
し
っ
か
り
納
め
、
一
人
前
の
社
会

人
に
な
り
た
い
。

　

税
が
国
民
の
輝
く
将
来
や
笑
顔
、
幸
せ
を
創
っ

て
く
れ
る
事
を
、
私
は
何
よ
り
も
強
く
願
っ
て
い
る
。

税
に
対
す
る
思
い 

北
御
牧
中
学
校
２
年　
 
田  
村 　
 
春 
菜
   
　

た 

む
ら 

は
る 

な

上上上上上上上上上上
田田田田田田田田田田
地地地地地地地地地地
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貯貯貯貯貯貯貯貯貯貯
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上
田
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

「税に関する中学生の作文
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誕生日おめでとう！（１ 月生まれ）

 中  山 　 新 太   くん（光ケ丘）
なか やま あら た

（１歳、H19.1.4生）

　新太くん１歳の誕生日おめでとう。

　つかまり立ちも、おしゃべりもうまく

なって歩き出すのが楽しみです。

　優しくてたくましい男の子に成長して

いってね。
　

 三  溝 　 真 依
さ みぞ ま

   ちゃん（城ノ前）
い

（１歳、H19.1.11生）

　まいちゃん１歳のお誕生日おめでと

う�保育園、泣かないで通えるように

なったね。これからも元気に頑張ろうね。

 黒  崎 　 陽 暉   くん（加沢）
くろ さき はる き

（１歳、H19.1.29生）

　もうすぐ１歳のお誕生日だね。おめで

とう�今年は保育園デビュー。いっぱい

遊んで元気に大きくなってね！

 宮  下 　 輝 海   くん（本海野）
みや した てる み

（３歳、H17.1.1生）

　甘えん坊の泣き虫さん。それでも、少

しだけお兄ちゃんらしくなったよね。

　元気でやさしい子に育ってね。

　�おめでとう�

 岡  田 　　隼
おか だ

   くん（常田）
はやと

（３歳、H17.1.14生）

　誕生日おめでとう。「ボクはウルトラ

マンになる」と宣言するウルトラ隼。

　皆のヒーローになれるよう、応援して

います。

 市  村 　 奏 也   くん （新屋）
いち むら かな や

（１歳、H19.1.5生）

　奏也�お誕生日おめでとう！

　いつもニコニコの笑顔を見せてくれて

ありがとう�

　これからもいっぱいの笑顔で元気に大

きくなあれ。

 高  橋 　 胡 晴   ちゃん（桜井）
たか はし こ はる

（１歳、H19.1.13生）

　お日様ポカポカ

　あたたかい日は

　おててつないで

　お散歩しましょ。

　みんな胡晴が大好きです。

 田  中 　 結 華   ちゃん（東田沢）
た なか ゆい か

 （２歳、H18.1.18生）

　結ちゃん２歳のお誕生日おめでとう�

　音楽が鳴り出すとすぐ踊り出す結ちゃ

ん♪来月にはお姉ちゃんになるんだね☆

　これからもたくさん食べていっぱい遊

んで大きくなってね！

 西  澤 　 貴 寛   くん（常田）
にし ざわ たか ひろ

（３歳、H17.1.9生）

　たかちゃん、３歳になったね。おめで

とう。たかちゃんは最近良くしゃべるよ

うになって、歌も歌っている。毎日すご

く楽しいよ。

　たかちゃんの笑顔大好き�

 小 
こ

 林 
ばやし

　 千 夏   ちゃん（加沢）
ち か

（３歳、H17.1.21生）

　３歳のお誕生日おめでとう�

　いつも、いろんな歌をうたってくれて

ありがとう。今年は、いよいよ保育園�

お友達がたくさんできるといいね～。

☆募集します!!☆（対象者２月生まれの３歳まで）
写真（うらに氏名を記入）・住所・お住まいの区・氏名（ふりがな）・生年月日・性別・TEL・コメント５０字程度を添え
て企画課広報担当までお送りください。記載漏れのあるものは掲載いたしかねます。なお紙面の都合上適宜編集いたし
ますのでご了承ください。締め切りは、１月1６日 （水） 必着。

 土  屋 　 綾 音   ちゃん（大石）
つち や あや ね

（３歳、H17.1.27生）

　いつも元気いっぱいで毎日楽しませて

くれる綾音。誕生日おめでとう。

　これからも、お姉ちゃんと仲良く遊ん

でね！

 高  島 　 莉 生   くん（畔田）
たか しま り お

（３歳、H17.1.3生）
　莉生、３歳のお誕生日オメデトー�お
外大スキなりっちゃん�風が強くっても
雨が少し降っててもへっちゃら…�カマ
やくわがらを使って上手にお仕事してる
莉生は大人顔負けの働き者�これからも
いっぱいお仕事してたくましく育ってネ。
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御
牧
原
保
育
園
は
、
園
児　

数
３０

名
の
小
規
模
園
で
す
。

　

浅
間
山
が
す
ぐ
近
く
に
見
え
、

夏
は
大
変
過
ご
し
や
す
い
環
境
に

あ
り
、
自
然
が
豊
か
で
、
紅
葉
の

頃
は
目
を
み
は
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
公
園
な
ど
に
園
外
保
育
に
出

か
け
た
時
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
虫

を
捕
ま
え
、
園
に
持
っ
て
き
て
育

て
、
虫
博
士
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な

子
ど
も
も
い
ま
す
。

　

園
舎
は
古
い
で
す
が
、
し
っ
か

り
と
建
て
ら
れ
て
い
て
、
広
い
廊

下
で
綱
引
き
や
リ
レ
ー
ご
っ
こ
が

で
き
、
園
庭
も
広
々
と
し
て
い
る

た
め
、
鬼
ご
っ
こ
が
思
う
存
分
楽

し
め
ま
す
。

　

今
年
は
園
児
の
祖
父
か
ら
孫
が

生
ま
れ
た
お
祝
い
に
と
、
立
派
な

お
み
こ
し
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
夏
祭
り
に
み
ん
な
で
担

ぎ
、
運
動
会
で
は
年
長
児
が
入
場

行
進
で
担
ぎ
、
場
を
盛
り
上
げ
、

楽
し
い
運
動
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
手
作
り
の
竹
馬
で
パ
レ
ー

ド
を
し
ま
し
た
が
、
一
人
一
人
の

力
が
発
揮
で
き
、
大
盛
況
で
し
た
。

　

中
学
生
や
高
校
の
演
劇
部
の
生

徒
と
の
交
流
も
あ
り
、
心
温
ま
る

日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

寒
い
冬
の
到
来
で
す
が
、
未
満

児
も
寒
さ
に
負
け
ず
に
、
元
気
に

外
遊
び
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
子

ど
も
は
少
な
い
で
す
が
、
寒
さ
知

ら
ず
・
元
気
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も

た
ち
の
姿
を
見
に
、
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

▲すなばでごちそうつくったよ

　 
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
　
　

か
ら
学
ん
だ
こ
と

　
　
　
　

東
部
中
学
校
３
年

　
 
堀  
内 　
 
真 
理
   
　

ほ
り 
う
ち 

ま 

り

　

私
は
今
年
、
吹
奏
楽
部
部
長
と
ド

ラ
ム
メ
ジ
ャ
ー
と
い
う
２
つ
の
役
職

を
や
ら
せ
て
も
ら
い
、
す
ご
く
大
き

な
責
任
と
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
の

マ
ー
チ
ン
グ
は
、
去
年
全
国
大
会
出

場
を
の
が
し
た
の
で
、
去
年
に
増
し

て
熱
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
、

そ
ん
な
み
ん
な
の
や
る
気
と
思
い
を

胸
に
、
部
員
全
員
を
全
国
大
会
へ
連

れ
て
行
っ
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
自

分
た
ち
に
合
っ
た
練
習
計
画
を
た
て

る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
日
々
の

　 
や
き
い
も
大
か
い

　

ね
つ
し
ょ
う
が
っ
こ
う
１
ね
ん

　

い
け 
田 　

あ
さ
ひ　

だ

　

き
ょ
う
は
、
や
き
い
も
大
か
い
が

あ
り
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
4
ね
ん

せ
い
の
お
ね
え
ち
ゃ
ん
た
ち
と
や
き

い
も
大
か
い
を
し
た
の
が
た
の
し

か
っ
た
で
す
。
お
ね
え
ち
ゃ
ん
た
ち

と
あ
そ
ん
だ
の
は
、
は
じ
め
て
だ
っ

た
か
ら
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。
お

い
も
は
、
む
ら
さ
き
い
も
で
し
た
。

あ
つ
く
て
お
と
し
そ
う
に
な
り
ま
し

た
。
た
べ
た
ら
と
て
も
あ
ま
か
っ
た

で
す
。
ま
た
や
り
た
い
で
す
。

練
習
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
練

習
は
ほ
と
ん
ど
休
日
が
無
く
、
夜
遅

く
ま
で
や
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

と
て
も
大
変
で
し
た
。
し
か
し
、
私

は
吹
奏
楽
部
の
仲
間
が
大
好
き
だ
っ

た
し
、
毎
日
の
練
習
が
楽
し
か
っ
た

の
で
、
最
後
ま
で
や
り
抜
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
全
国
大
会
出
場
が
決

ま
っ
た
時
は
、
そ
ん
な
つ
ら
か
っ
た

練
習
や
大
変
だ
っ
た
こ
と
が
無
駄
で

は
な
か
っ
た
ん
だ
と
実
感
す
る
こ
と

が
で
き
、
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
部
員
全
員
で
つ
か
み
取
り
、
か

な
え
る
こ
と
の
で
き
た
全
国
大
会
は
、

私
に
と
っ
て
の
最
高
の
思
い
出
で
す
。

　

今
回
、
こ
の
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ

ス
ト
に
出
場
し
、
す
ば
ら
し
い
成
果

を
出
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
た
く

さ
ん
の
方
々
が
私
た
ち
を
支
え
て
き

 
1
年
生
と
の

　

交
流
焼
き
い
も
大
会

　
　
　
　

祢
津
小
学
校
４
年

　
 
望  
月 　

も
ち 
づ
き

 
恭 
花

き
ょ
う   
　か

　

今
日
、
私
が
一
番
楽
し
か
っ
た
で

き
ご
と
は
、
１
年
生
の
み
な
さ
ん
と

焼
き
い
も
を
食
べ
た
り
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
り
し
た
こ
と
で

す
。

　

最
初
は
、
１
年
生
に
あ
ま
り
話
し

か
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
け
ど
、

だ
ん
だ
ん
友
だ
ち
の
よ
う
に
話
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

　

焼
き
い
も
を
食
べ
る
と
き
、
１
年

生
の
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
を
む
い
て
あ
げ

る
と
、「
あ
り
が
と
う
！
」
と
言
っ
て

く
れ
た
の
で
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

て
く
れ
た
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

▲やきいもおいしいねぇ

▲りっぱなおみこしをいただきました

▲大阪城ホールでの演奏を終えて
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身近で実践、 エコバッグ！
　古くから包み物として
利用してきた風呂敷。そ
の風呂敷で簡単なバッグ
を形作って、使ってみま
せんか。

★風呂敷で作るトートバッグ

①風呂敷を広げて置き、４
　つの角がそれぞれ長めに
　先が出るように１回結び
　ます。

②隣り合わせた先を本結び
　します。

③残りの２つの先も本結び
　して、バッグの出来上が
　り！

　　水 ………………………５カップ

Ａ　鶏がらスープの素

　　　　　　 ………… 小さじ１/２

塩 ………………… 小さじ１と１/２

こしょう …………………………少々

酒 ……………………………大さじ２

�作り方
①はるさめは水でもどして、水気を

切っておく。白菜は太めの千切り、

ベーコンは細切りにする。

②鍋にＡを入れて煮立ったら、白菜

を入れ、軟らかくなったら、ベーコ

ンと食べやすく切ったはるさめも加

えて煮る。

③塩、こしょう、酒で味を整える。

おいしいスープを召し上がれ

はるさめと白菜のスープ
�材料（６人分）
はるさめ ………………………４０グラム

白菜 ……………………………２～３枚

ベーコン ……………………………３枚

�

（レシピ提供：食生活改善推進協議会）

振り込め詐欺 （恐喝） の
　　被害にあわないために（その１）
　オレオレ詐欺（恐喝）の被害にあわないために、具体的な手口を
知って撃退しましょう。
①【手口】電話で「オレ、オレだよ」と孫や子どもを装う。
　【対策】自分から先に子どもの名前を呼びかけずに、相手に名乗
　　　　　らせる。
②【手口】相手が名簿などで家族の名前を調べている場合もある。
　【対策】家族同士の合言葉を決めておく。
③【手口】急な現金の振り込みを依頼する電話は、まず詐欺だと疑う。
　【対策】共通の話題などで相手を確認する。
　　　　　不審な電話だと思ったら「あなたの住所、名前、電話番

号は？」など、相手を確認するために聞いておく。
　◎落ち着いて対応し、振り込む前に必ず身内に確認する。
　◎絶対に一人で判断しない。
　◎家族､友人、警察に相談する。
●おかしいと思ったらすぐに下記へ
　　　　　　　　　　ご連絡ください。
　上田消費生活センター　�27－8517
　市民課生活環境係　　　�64－5896

｛

　

平
成　

年　

月
に
「
人
権
教

１２

１２

育
及
び
人
権
啓
発
推
進
に
関
す

る
法
律
（
人
権
教
育
・
啓
発
推

進
法
）」
が
公
布
・
施
行
さ
れ
て
、

部
落
差
別
を
始
め
あ
ら
ゆ
る
差

別
に
対
す
る
「
人
権
教
育
・
啓

発
に
関
す
る
基
本
計
画
」
が
発

表
さ
れ
て
今
日
ま
で
き
て
い
る

こ
と
を
理
解
さ
れ
て
い
な
い
方

も
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
の
後
、
平
成　
１４

年
３
月
に
、
地
対
財
特
法
（
旧

同
和
対
策
特
別
措
置
法
）
が
終

了
し
、
同
和
対
策
は
こ
れ
ま
で

の
特
別
対
策
か
ら
一
般
対
策
へ

移
行
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
も

知
ら
ず
に
「
法
律
が
終
わ
っ
た

か
ら
同
和
問
題
は
終
了
し
た
」

と
、
間
違
っ
て
伝
え
ら
れ
た
り
、

伝
え
合
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
地
対
財
特
法
は

終
了
後
、
市
町
村
の
予
算
の
中

に
一
般
対
策
と
し
て
計
上
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
長
年
に
わ
た
っ
て

行
わ
れ
て
き
た
、
国
や
地
方
公

共
団
体
な
ど
に
よ
る
様
々
な
取

り
組
み
の
結
果
、
同
和
地
区
、

被
差
別
部
落
と
他
の
地
域
と
の

生
活
実
態
面
で
の
格
差
は
相
当

程
度
解
消
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
一
方
、
身
元
調
査
や
結
婚
・

就
職
差
別
な
ど
に
見
ら
れ
る
様

な
差
別
意
識
は
ま
だ
解
消
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

　

昨
年
の
人
権
啓
発
学
習
会
で

の
話
で
す
が
、
そ
の
方
の
職
場

で
は
、
同
和
地
区
の
方
と
お
互

い
親
密
に
話
し
た
り
お
付
き
合

い
も
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

部
落
差
別
は
感
じ
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
か
ら
、
も
う
部
落
差

別
は
な
い
の
で
は
と
い
う
発
言

で
し
た
。

　

こ
の
学
習
会
に
参
加
さ
れ
る

方
の
中
に
は
、
人
権
感
覚
の
す

ば
ら
し
い
方
も
お
ら
れ
お
互
い

に
い
い
勉
強
に
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
自
分
や
回
り
が
そ
う
し

て
い
る
か
ら
部
落
差
別
は
な
い

と
考
え
る
の
は
、
早
計
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

部
落
差
別
を
抱
え
こ
ん
で
心

を
痛
め
て
い
る
人
た
ち
に
、
思

い
を
は
せ
て
い
た
だ
け
た
ら
と

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

�

�
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◆
新
着
本
案
内
◆

◆
一
般
書

�
愛
別
離
…
…
…
…
…
…
山
口　
　

瞳
・
著

�
晩
鐘　

―
泣
き
の
銀
次　

続
―

　
　
　
　
　
　
　

…
…
宇
江
佐　

真
理
・
著

�
武
蔵
野
倶
楽
部
…
…
…
村
松　

友
視
・
著

�
ナ
ツ
メ
グ
の
味

　
　
　
　
　
　

…
…
ジ
ョ
ン
・
コ
リ
ア
・
著

�
団
塊
世
代
の
地
域
デ
ビ
ュ
ー
心
得
帳

　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
細
内　

信
孝
・
編

�
赤
い
崖
の
女
―
横
浜
開
港
絵
巻
―

　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
山
崎　

洋
子
・
著

�
黒
髪
…
…
…
…
…
…
…
谷
村　

志
穂
・
著

�
神
書
板
刻
…
…
…
…
…
澤
田
ふ
じ
子
・
編

◆
児
童
書

�
イ
ラ
ス
ト
で
学
べ
る
裁
判
員
制
度

　
　
　
　
　

…
…
裁
判
員
制
度
研
究
会
・
作

�
本
の
さ
が
し
方
が
わ
か
る
事
典

　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
金
中　

利
和
・
監

�
は
つ
ゆ
き
…
…
…
…
…
西
片　

拓
史
・
絵

�
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
お
し
え
て
く
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
池
田　
　

啓
・
作

�
フ
ィ
ア
ボ

　
　

…
…
マ
イ
ケ
ル
・
グ
レ
イ
ニ
エ
ツ
・
絵

�
ぼ
く
ら
が
作
っ
た
い
じ
め
の
映
画
―
―

　

「
い
じ
め
」を
演
じ
て
知
っ
た
本
当
の
友
情

　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
今
関　

信
子
・
作

�
つ
ん
つ
く
せ
ん
せ
い
と
く
ま
の
ゆ
め

　
　
　
　
　

…
…
た
か
ど
の　

ほ
う
こ
・
絵

�
マ
ル
ー
シ
カ
と　

の
月

１２

　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
池
田　
　

啓
・
作

インターネットで図書館の本が検索できます。　http://www.echol.gr.jp

１
月
の
テ
ー
マ
ブ
ッ
ク

【
ね
ず
み
】　

　

今
年
は
、「
ね
ず
み
年
」
で
す
ね
。
今
月

の
テ
ー
マ
は
、
そ
ん
な
ね
ず
み
の
出
て
く

る
本
で
す
。  

 

�　

ひ
き
の
も
ち
つ
き

１４

 

い
わ
む
ら
か
ず
お
・
作

童
心
社

�
十
二
支
の
こ
と
わ
ざ
え
ほ
ん

　
　
　
　
　

高
畠　

純

教
育
画
劇

　
　
　

お
は
な
し
は
ら
っ
ぱ
の
お
は
な
し
タ
イ
ム

�
日
時　

1
月
5
日 （
土
）
午
前　

時　

分
〜

１０

３０

�
場
所　

市
立
図
書
館
2
階
読
書
会
室

�
内
容　

絵
本
「
こ
ぶ
た
が
ず
ん
ず
ん
」

　
　
　
　
　
　
　

「
り
ん
ご
が
ド
ス
ー
ン
」

　
　
　
　

語
り　

「
こ
ぶ
と
り
」

　
　
　
　

手
あ
そ
び

　
　
　
　

紙
芝
居　

「
と
し
が
み
さ
ま
と
お
も
ち
」

　
　
　
　

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
「
ね
ず
み
浄
土
」

　
　
　
　

工
作　

「
し
お
り
づ
く
り
」

お
は
な
し
た
ま
ご
に
よ
る

　

１
月
の
お
は
な
し
こ
ど
も
会

�
日
時　

１
月　

日 （
土
）
午
前　

時　

分
〜

１９

１０

３０

�
場
所　

市
立
図
書
館
2
階
読
書
会
室

�
内
容　

　

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
「
ね
ず
み
の
嫁
入
」

　

絵　

本　

「
ね
ず
み
く
ん
の
チ
ョ
ッ
キ
」

　
　
　
　
　

「
だ
れ
の
は
な
か
な
？
」

　

手
遊
び　

「
一
匹
の
ね
ず
み
」
ほ
か

　

ペ
プ
サ
ー
ト
「
え
と
の
は
じ
ま
り
」

　

か
た
り　

「
だ
め
と
言
わ
れ
て
ひ
っ
こ
む
な
」

　

工　

作　

作
っ
て
あ
そ
ぼ
う

　
　
　
　
　

「
く
る
く
る
は
な
こ
ま
」

１
月　

日（
金
）は
、
お
は
な
し
会
が
あ
り
ま
す
。

１１

�
時
間　

午
前　

時　

分
〜

１０

３０

�
場
所　

こ
ど
も
フ
ロ
ア
ー
に
て

�
対
象　

就
園
前
の
お
子
さ
ん

◆
行

事

予

定
◆

  
図
書
館
発

 　

オ
ス
ス
メ
の
一
冊

�
青
色
賛
歌　
　
　
　
　

丹
下　

健
太
・
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
出
書
房

　

日
の
出
は
ま
だ
で
、
す
べ
て
が
青
色
に
包

ま
れ
て
い
た
…
。
同
せ
い
す
る
彼
女
の
収
入

で
暮
ら
す　

歳
・

２８

高
橋
の 「
仕
事
探

し
」
と
「
猫
探
し
」

の
日
々
を
描
く
、

と
び
き
り
の
青
春

小
説
。
第　

回
文

４４

藝
賞
受
賞
作
。

�
き
え
な
い
ヒ
ョ
ウ
の
つ
め
あ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

甲
斐　
　

望
・
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柿
田
ゆ
か
り
・
絵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

学
習
研
究
社

　

太
平
洋
戦
争
中
の
あ
る
夏
の
お
わ
り
に
、

大
阪
・
天
王
寺
動
物
園
に
「
猛
獣
処
分
」
と

い
う
突
然
の
命
令
が
下
さ
れ
た
。「
こ
ん
な

に
か
わ
い
が
っ
て

き
た
子
を
こ
ろ

せ
っ
て
い
う
の

か
。」戦
争
で
引
き

裂
か
れ
た
ヒ
ョ
ウ

と
飼
育
係
の
物
語
。

�
お
お
き
な
ふ
か
い
く
ら
や
み

　
　
　
　
　
　

ジ
ョ
ン
・
プ
ラ
イ
タ
ー
・
絵

　
　

山
口
文
生
・
訳

　

評
論
社

　

く
ら
く
て
寒
い
、
と
お
く
の
国
の
、
雪
で

つ
く
っ
た
家
に
暮
ら
す
小
さ
な
チ
ヌ
ー
。
ひ

ど
い
風
が
毎
日
ふ
い
て
外
で
遊
べ
ま
せ
ん
。

あ
る
日
、
パ
パ
と
マ

マ
、
そ
し
て
動
物
た

ち
も
い
っ
し
ょ
に
海

に
向
か
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
み
ん
な
を

待
っ
て
い
た
も
の

は
？

東
御
市
立
図
書
館　

�　

―
５
８
８
６

６４

１月の休館日（赤丸の日が休館日です。）

土金木水火月日

5●4 ●3 ●2 ●1 

12111098●7 6

19181716●１５ ●１４ 13

26●２５ 242322●２１ 20

313029●２８ 27

とうみ
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環環環環環環環環環環境境境境境境境境境境問問問問問問問問問問題題題題題題題題題題はははははははははは一一一一一一一一一一人人人人人人人人人人ひひひひひひひひひひととととととととととりりりりりりりりりりのののののののののの心心心心心心心心心心ががががががががががけけけけけけけけけけ環境問題は一人ひとりの心がけ
～～～～～～～～～～消消消消消消消消消消費費費費費費費費費費生生生生生生生生生生活活活活活活活活活活展展展展展展展展展展アアアアアアアアアアンンンンンンンンンンケケケケケケケケケケーーーーーーーーーートトトトトトトトトトかかかかかかかかかからららららららららら～～～～～～～～～～～消費生活展アンケートから～

　消費生活展は、消費者が安全で豊かな生活を営むために、正しい知識と情報を得ると共に、自らも学び、考え

る場であります。今年は環境問題に関心を持ち、日々の行動を見直すため、「環境問題は一人ひとりの心がけ」

と題して１１月１０日に開催しました。その際、普段から心がけている環境にやさしい行動についてアンケートを行

い、約300名の皆さんに記入いただきました。

■普段から心がけていること

■環境にやさしい行動を
　アンケート結果から、皆さんおおむね環境にやさしい行動について意識していただいているようです。しかし、

実際には知っているけど、ついつい・・・。ここに紹介しているものはそんな一例ですが、「環境にやさしい行

動」について再確認いただき、皆さんも身の回りのできることからはじめてみませんか。

　　●問い合わせ先　市民課生活環境係　�64－5896

　冷暖房の設定温度を夏場
は２８度、冬場は２０度に設定
し、衣類などで調節をする。

　近くに行くときは、徒歩
か自転車を利用する。健康
づくりにもなりますよ。

　エコマークのついている
リサイクル商品を選ぶよう
にする。
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スススススススススストトトトトトトトトトッッッッッッッッッッププププププププププ 地地地地地地地地地地球球球球球球球球球球温温温温温温温温温温暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖化化化化化化化化化化ストップ　　地球温暖化 ④④④④④④④④④④④
市役所の地球温暖化防止の取り組み
　人類の最重要課題と言える地球温暖化の防止に向け、平成９年に開催された「地球

温暖化防止京都会議」で温室効果ガス削減義務を具体的に定めた「京都議定書」が採

択されました。

　この議定書では、温室効果ガスの排出量を平成20年～24年の間に平成2年対比、締結国全体で少なくとも5％削

減、議長国である日本は6％削減の目標を定め、現在さまざまな取り組みが進められています。

　このような中、東御市においても、「地球温暖化対策の推進に関する法律」に基づき、市役所の事務及び事業

に関し、温室効果ガス排出抑制等のための計画として「東御市役所地球温暖化防止実行計画」を策定して、地球

温暖化防止に率先して取り組んできました。

　そこで、市役所が今までに取り組んできました状況を報告します。

　実行計画策定後、職員等の取り組みにより年々削減が図られ、平成15年度には、平成12年度を基準年とした対

比で、温室効果ガス（二酸化炭素）排出量を15％削減することができました。16年度、17年度は合併に伴い増加

傾向に転じたものの、18年度には、更なる取り組みにより、温室効果ガス（二酸化炭素）排出量の増加傾向を抑

えることができました。

市市市市市市市市市市役役役役役役役役役役所所所所所所所所所所のののののののののの温温温温温温温温温温室室室室室室室室室室効効効効効効効効効効果果果果果果果果果果ガガガガガガガガガガスススススススススス（（（（（（（（（（二二二二二二二二二二酸酸酸酸酸酸酸酸酸酸化化化化化化化化化化炭炭炭炭炭炭炭炭炭炭素素素素素素素素素素））））））））））のののののののののの排排排排排排排排排排出出出出出出出出出出状状状状状状状状状状況況況況況況況況況況  市役所の温室効果ガス （二酸化炭素） の排出状況

　温室効果ガス（二酸化炭素）の排出量を種類別に見る

と、電気と灯油が排出量の大半を占めています。

　このことから、全体の排出量を削減するには、特に排

出量の多い電気、灯油等の使用について重点的に取り組

む必要があります。

　地球温暖化防止に向けて全市民ができることから実施

することが重要です。

●問い合わせ先　市民課生活環境係　�６４－５８９６

※市役所の平成13年度からの取り組みで、約64世帯の1年間分の排出
量が削減できました。（標準的家庭の一世帯当たりの年間排出量は
約5.9ｔです。）

※平成13年度は、種類別の排出量が正確に把握できていないため記載していません。



こちら119（東御消防署）

前年比合　計望月警察署管内上田警察署管内

－１（－１７）１１（159）１（１７）１０（142）件数

－８（＋７）１７（227）３（２４）１４（203）傷者

＋１（　０）１（２）０（０）１（２）死者

市内交通事故統計　１１月分　　　　　　

１１月３０日現在（※カッコ内は１月からの累計）

※カッコは１月からの累計

＝東御市内の１１月の出動件数＝

火災　４件（14件）　救急97件（965件）

とうみの気象記録（東御消防署調べ）

平成１８年11月平成１９年11月

23.3℃（１０日） 18.5℃（５日） 最高気温

－3.6℃（２５日） －4.7℃（２１日） 最低気温

8.2℃　　　　7.1℃　　　　平均気温

77.2％　　　　77.7％　　　　平均湿度

65.0㎜　　　　17.5㎜　　　　降 水 量

 １月の納税 （納期限１月31日）

�国民健康保険税（８期）

�介護保険料（７期）

�������������������������������������
�������������������������������������
�������������������������������������
�������������������������������������
�������������������������������������
国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドババババババババババババババババババババババババババババババババイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイスススススススススススススススススススススススススススススススス国民年金アドバイス

　社会保険庁が管理している年金記録をご本人に確認いただ
くため、社会保険庁から加入期間及び加入履歴を記載した
「ねんきん特別便｣の送付が始まっています。
　基礎年金番号に統合されていない5000万件の記録（未統合
記録）が、資格の記録として結びつく可能性のある方を優先
して送付されるため、下記の順で送付される予定です。
　通知が届きましたら、送られた記録に間違いや漏れがない
かを充分確認し、指定の手続きをしてください。
  
①未統合記録と氏名､性別及び生年月日が一致し、記録が結
びつくと推定される方
＜送付時期：平成19年12月～平成20年1月の予定＞

�

②未統合記録と氏名､性別及び生年月日の一部が一致し、同
一人と推定できる場合で、記録が結びつくと推定される方

＜送付時期：平成20年2月～3月の予定＞

�

③既に年金を受けている上記①②以外の方
＜送付時期：平成20年４月～5月の予定＞

�

④今後年金を受け取る予定の上記①②以外の方
＜送付時期：平成20年6月～10月の予定＞

　この「ねんきん特別便」が届いた方の問い合わせ用に、専
用ダイヤルが通知に記載されますので、ご質問がありました
ら、そちらへ連絡をお願いします。
　一般の年金についてのご質問は下記①へ、共済制度につい
ては、下記②へお問い合わせください。
①一般の年金相談
　社会保険庁「ねんきんダイヤル」0570－05－1165
　（ただしIP電話、PHSからは「03－6700－1165」へ連絡）
② 共済制度について
　・私学共済‥日本私立学校振興･共済事業団
　　　　　　　（電話03－3813－5321）
　・ 公務員共済‥最後に加入していた（または現在所属して
　　　　　　　　いる）共済組合
※旧３公社共済組合（JR、JT、NTT）についてのご質問は、
　「ねんきんダイヤル」へお問い合わせください。
　上記の照会専用電話の他、社会保険庁ホームページでも
　｢ねんきん特別便　年金記録のお知らせ｣に関するＱ&Ａが
掲載されていますので、併せてご利用ください。
　ホームページアドレス　http://www.sia.go.jp/

●問い合わせ先
　小諸社会保険事務所　�0267－22－1080
　市民課国保年金係　　�62－1111（内線1231）

「ねんきん特別便」が始まります

〈広告欄〉　有料広告掲載のお問い合わせは、株式会社日広（�24－1211）へ
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　１１月２０日に交通死亡事故が発生しました。
歩行者の皆さんは、夜間外出の際、反射材

を着用しましょう。また、道路横断をする場合は、近くの横断
歩道を利用しましょう。ドライバーの皆さんは、早めのライト
点灯をこころがけ、スピードは控えめに運転しましょう。
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クリーンリサイクル係  �63－6814

イ
ラ
ス
ト
で
考
え
る
「
ご
み
の
分
別
と
減
量
の
大
切
さ
」

　

今
回
は
、
ご
み
の
分
別
と
減
量
の
大
切
さ
を
テ
ー
マ
に
し
た
イ
ラ
ス

ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
ご
み
は
分
別
に
よ
り
、
再
使
用
や
再
利
用
が
行

え
る
「
資
源
物
」
を
取
り
出
し
て
、
減
量
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

限
ら
れ
た
地
球
の
資
源
を
有
効
に
使
え
る
よ
う
、
生
涯
学
習
カ
レ
ン

ダ
ー
の
「
ご
み
・
資
源
物
の
分
け
方
出
し
方
ポ
ス
タ
ー
」
の
分
類
に
な

ら
い
、
ご
み
の
分
別
と
減
量
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（『ゴミック「廃貴物」第4集』ハイ・ムーン氏作
　㈱日報刊より転載）

　

住
宅
ロ
ー
ン
減
税
の
対
象
の

方
（
平
成　

年
か
ら
平
成　

年

11

１８

ま
で
の
間
に
居
住
を
開
始
し
た

方
に
限
ら
れ
ま
す
。）
に
つ
い
て
、

所
得
税
が
下
が
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
税
額
控
除
し
き
れ
な
か
っ

た
額
に
つ
い
て
は
、
次
年
度
の

住
民
税
か
ら
控
除
で
き
ま
す
の

で
、
該
当
す
る
方
は
毎
年
申
告

書
（
市
県
民
税
住
宅
借
入
金
等

特
別
税
額
控
除
申
告
書
）
の
提

出
を
お
忘
れ
に
な
ら
な
い
よ
う

に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
確
定
申
告
を
し
な
い
方

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
は
、
年

末
調
整
後
の
源
泉
徴
収
票
を
ご

覧
い
た
だ
き
、
次
の
3
点
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

①
「
適
用
欄
」に「
住
宅
借
入
金

等
特
別
控
除
可
能
額
」
と
し

て
金
額
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

②
「
源
泉
徴
収
税
額
」
が
「
0

円
」
で
あ
る
。

③
「
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

の
額
」
が
「
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
可
能
額
」
よ
り
少

な
い
。

　

①
〜
③
の
全
て
に
該
当
す
る

方
は
、
原
則
と
し
て
次
年
度
の

〈広告欄〉

とうみ

（２００８年１月）23

 
おおおおおおおおおお
忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘
れれれれれれれれれれ
なななななななななな
くくくくくくくくくく

お
忘
れ
な
く

住住住住住住住住住住
民民民民民民民民民民
税税税税税税税税税税
住住住住住住住住住住
宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅
借借借借借借借借借借
入入入入入入入入入入
金金金金金金金金金金
等等等等等等等等等等
特特特特特特特特特特
別別別別別別別別別別
税税税税税税税税税税
額額額額額額額額額額
控控控控控控控控控控
除除除除除除除除除除
申申申申申申申申申申
告告告告告告告告告告

  
住
民
税
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
申
告

住
民
税
か
ら
の
控
除
対
象
と
な

り
ま
す
の
で
、
平
成　

年
3
月

２０

　

日 （
月
）
ま
で
に
市
役
所
へ
申

１７告
書
の
提
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、「
住
宅
借
入
金
等
特
別

控
除
可
能
額
」
と
「
住
宅
借
入

金
等
特
別
控
除
の
額
」
と
の
差

額
が
そ
の
ま
ま
、
来
年
度
の
住

民
税
か
ら
控
除
さ
れ
る
こ
と
と

は
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
承
知

く
だ
さ
い
。

　

申
告
書
は
、
市
役
所
で
お
渡

し
い
た
し
ま
す
の
で
、認
印
と
源

泉
徴
収
票
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

２
月
３
日 （
日
）
午
前
９
時
か

ら
午
後
３
時
ま
で
舞
台
が
丘
会

館
２
階
大
会
議
室
に
お
い
て
、

こ
の
申
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方

確
定
申
告
を
さ
れ
る
方
は
、
確

定
申
告
書
の
提
出
と
あ
わ
せ
て
、

申
告
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
申
告
書
は
、
税
務
署
及
び
市

役
所
で
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。）

　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

税
務
課
住
民
税
係　

　
　

�　
－

1
1
1
1

62

　
　
　

（
内
線
1
1
6
1
）

 
空
い
た
ビ
ー
ル
び
ん
、

 
一
升
び
ん
は
販
売
店
へ

　

年
始
を
迎
え
、
お
酒
を
飲
む

機
会
が
増
え
る
時
期
に
な
り
ま

し
た
。
空
に
な
っ
た
ビ
ー
ル
び

ん
、一
升
び
ん
は
、販
売
店
に
戻

す
こ
と
に
よ
り
洗
っ
て
繰
り
返

し
使
用
さ
れ
、
資
源
の
節
約
と

ご
み
の
減
量
に
つ
な
が
り
ま
す
。
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最新の装備を備え
救助工作車引き渡し式

　１２月７日、東御消防署において救助工作車の引き渡し式が行

われました。現在ある工作車は導入から２０年以上が経過してお

り、交通・水難事故や近年の複雑多様化している災害現場など

で迅速な救助活動を行うため更新されました。新型の救助工作

車には、最大２．９トンまでの吊り上げが可能なクレーンのほか、

大型油圧救助器具、ウインチ、船外機付きのゴムボート、夜間

の救助活動にも威力を発揮する照明装置、各種ガス測定器など

最新の装備が備えられています。

気づくこと　知ること　見つめること
人権尊重のまちづくり市民の集い

　１２月８日、中央公民館で第３回人権尊重のまちづくり市民の

集いが行われ、約180名の市民が参加しました。はじめに、人

権啓発に関する作文、標語、ポスターの表彰が行われ、続いて

ＮＰＯ法人人権センターながの理事、星沢重幸さんによる「幸

せを求めて生きる」と題した講演がありました。星沢さんは、

最近の人権問題の事例を挙げ、「私たちの周りには今もなお、

人権問題が起きていることを知ってほしい」と話し、参加者は

人権問題について真剣に考えながら聞いていました。

　１１月２３日、海野宿一帯で第１７回海野宿ふれあい祭（同実行委員会主催）

が行われ、多くの観光客でにぎわいました。白鳥神社とその周辺では浦

安の舞、栗林と常田の獅子舞、雷電太鼓の演奏のほか、子ども相撲が行

われました。また、花嫁道中、時代仮装行列の一行が宿場内を通ると、

写真愛好者などがその様子をカメラに収めていました。観光客は名物の

ほうとうやくるみおはぎを味わい、晩秋の海野宿を満喫していました。

▲浦安の舞

▲

常
田
の
獅
子
舞　

人
力
車
に
乗
っ
た
花
嫁
さ
ん

▲

が
祭
り
に
花
を
添
え
る

　

子
ど
も
た
ち
に
よ
る

▲

雷
電
太
鼓
の
演
奏

▲子ども相撲大会

▲江戸時代中期を再現した時代仮装行列
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（２００８年１月）

で
き
ご
と
短
信

　

・
１
▼
市
民
ふ
れ
あ
い
公
開
講
座

１２
　
　
　
　

（
北
御
牧
中
学
校
音
楽
ホ
ー
ル
）

　

・
５
▼
障
害
者
の
日
の
集
い
及
び
福

１２

祉
団
体
交
流
会

　
　
　
　

（
中
央
公
民
館
）

　

・
９
▼
Ｔ
ｏ
Ｍ
ｅ
コ
ン
サ
ー
ト

１２
　
　
　
　

（
サ
ン
テ
ラ
ス
ホ
ー
ル
）

　

・　

▼
年
末
特
別
警
戒
街
頭
広
報
活

１２

１１

動
（
田
中
商
店
街
）

楽しく遊びながら、からだづくりをしよう！
　１２月８日、ケアポートみまき内ふれあいホールで、子ど
ものからだづくりを考える講演会（北御牧地区母子愛育会
主催）が行われ、育児中の皆さんなど約２０名が参加しまし

た。講師の身体教
育医学研究所研究
主任の高橋亮輔さ
んは、子どもの成
長に合わせ、親子
で楽しみながら体
を動かす方法を紹
介し、参加者は熱
心に聞いていまし
た。

　１２月１１日から３１日まで、年末の交通安全運動が行われ、
初日の１１日には国道１８号線田中交差点で交通指導所が開設

されました。こ
の日は警察、交
通安全協会、交
通指導員・補導
員など約７０名が
参加し、ドライ
バーに啓発品を
配り、交通事故
防止を呼びかけ
ました。

飲酒運転の根絶、高齢者の交通事故防止を

美しい歌声が会場内に響く
東御市合唱際

　１２月８日、文化会館サンテラスホールで、第４回

東御市合唱祭（市文化協会合唱部会主催）が行われ、

１５団体、約３００名が参加し、美しい歌声を披露しま

した。

　各グループとも日頃の練習成果が充分生かされ、

特色ある合唱でした。最後に、昨年文化会館開館１５

周年記念コンサートで歌われた「大地讃頌」を全員

合唱しました。観客からは惜しみない拍手が送られ、

豊かな歌声と美しいハーモニーが会場内に響いたひ

とときでした。

新鮮な野沢菜の収穫体験
　市農業農村支援センター田中地区推進委員会が行ってい
る、遊休農地を活用した野沢菜作りも今年で５年目となり
ました。野沢菜漬けシーズンを前に、１１月２４日、２５日、１２

月１日、２日
の４日間、２０
組以上の市民
の皆さんが東
部中学校近く
にある畑で収
穫体験をし、
大変好評でし
た。

　１２月３日、総合福祉センターで、民生児童委員の委嘱式
が行われ、主任児童委員を含む８１名に、土屋市長から厚生
労働大臣の委嘱書が手渡されました。また、この皆さんに

は福祉委員として
市からも委嘱され
ました。民生児童
委員は、日々の生
活での心配ごとや
児童、障害者、高
齢者等の相談ごと
に応じます。

身近な相談役として
民生児童委員、市福祉委員委嘱式



●
発
行
／
長
野
県
東
御
市 
●
編
集
／
東
御
市
役
所
総
務
部
企
画
課　

〒
3
8
9
│
0
5
9
2 
長
野
県
東
御
市
県
2
8
1
¦
2

●
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（　

）
５
８
０
６ 
F
A
X
（　

）
5
4
3
1　
　

E
-m
a
il
s
h
ih
o
-to
m
i＠
c
ity
.to
m
i.n
a
g
a
n
o
.jp

64

63

●
東
御
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　
 　
  h

ttp
://w
w
w
.c
ity
.to
m
i.n
a
g
a
n
o
.jp
/

●
印
刷
／
田
口
印
刷
株
式
会
社

市 報

平成 １９ 年
１２月２６日発行

▼
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
▼
日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会

が
行
っ
て
い
る
、
そ
の
年
を
漢
字
一

文
字
で
表
す
年
末
恒
例
の
「
今
年
の

漢
字
」。
昨
年
の
１
位
は
「
偽
」
で

し
た
。
さ
ら
に
２
位
以
下
は
「
食
」

「
嘘
」「
疑
」「
謝
」
と
続
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
が
選
ば
れ
た
背
景
に
は
、
大

手
メ
ー
カ
ー
や
老
舗
で
相
次
い
だ
食

品
や
消
費
期
限
な
ど
の
偽
装
、
政
治

資
金
や
年
金
記
録
不
備
の
問
題
な
ど

が
あ
る
と
新
聞
な
ど
で
は
報
じ
て
い

ま
し
た
。
▼
こ
の
漢
字
一
文
字
は
そ

の
年
の
世
相
を
よ
く
表
し
て
い
る
も

の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
今
年
は
ぜ
ひ

明
る
い
話
題
が
多
く
な
る
よ
う
願
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、「
市
報
と
う

み
」
に
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
明
る
い

笑
顔
が
１
人
で
も
多
く
掲
載
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
▼
皆
さ
ん
も

身
の
周
り
で
起
き
た
う
れ
し
い
こ
と
、

身
近
に
あ
っ
た
話
題
や
感
じ
た
こ
と

な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　

（
市
報
担
当　

関
）

　

土
屋
市
長
Ｈ
Ｏ
Ｔ
ホ
ッ
ト
ダ
イ
ア

リ
ー
は
、
今
月
号
か
ら
５
月
号
ま
で

休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

編
集
後
記

●梅野記念絵画館・ふれあい館　●℡61－6161　●開館時間：火～日曜日9：30～17：00

世帯数
11,396世帯（－５）

総人口
32,095人（－41）
男 15,741人 （－19）
女 16,354人 （－22）

（１２月１日現在）

人の動き

転入  65人（－56）
転出  93人（－17）
出生  16人（－16）
死亡  29人（＋６）
 ※カッコは１１月対比

そ
の　
45

『R
a
in
E
v
e
n
in
g
in
T
o
k
y
o

』（
東
京
慕
雨
）　

中 
村 
忠 
二 
作

　

「
一
芸
に
通
じ
た
人
」
に
は
「
純
粋
、
不
器
用
、
熱
血
漢
」
の
い
ず
れ

か
が
当
て
は
ま
る
よ
う
で
す
が
、
少
な
か
ら
ず
皆
さ
ん
の
周
り
に
も
い
る

で
し
ょ
う
？　

（
当
館
に
は
全
部
該
当
す
る
約
１
名
が
お
り
ま
す
）。

　

昨
年
、
私
に
は
多
く
の
ご
縁
が
で
き
、
仕
事
、
趣
味
に
関
わ
ら
ず
こ
の

道
ウ
ン
十
年
と
い
う
「
頑
固
者
」
に
出
会
い
ま
し
た
し
、
一
途
に
頑
張
っ

て
い
る
若
者
や
主
婦
の
方
に
も
め
ぐ
り
会
い
ま
し
た
。
つ
く
づ
く
実
感
し

た
の
は
３
万
２
０
０
０
人
の
小
さ
な
東
御
市
で
も
実
に
い
ろ
い
ろ
な
人
が

い
る
の
だ
な
と
い
う
こ
と
で
す
。
月
並
み
な
表
現
で
す
が
、
大
都
会
に
は

な
い
、
何
と
も
い
え
な
い
一
体
感
を
味
わ
い
、
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

東
御
市
発
足
か
ら
４
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
少
し
の
勇
気
、

関
心
や
興
味
を
持
っ
て
社
会
参
加
す
る
こ
と
が
、
新
し
い
ご
縁
を
結
び
、

心
を
豊
か
に
し
て
く
れ
ま
す
。
自
分
と
家
族
の
暮
ら
す
町
じ
ゃ
あ
り
ま
せ

ん
か
。「
川
」
を
越
え
た
新
し
い
出
会
い
に
感
謝
し
つ
つ
、
そ
こ
か
ら
「
な

か
な
か
い
い
ぞ
東
御
市
」
と
多
く
の
人
が
実
感
で
き
る
こ
と
を
。

　

皆
さ
ん
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　

（
梅
野
記
念
絵
画
館
・
丸
山
晩
霞
記
念
館　

学
芸
員　

佐
藤
聡
史
）

※
モ
ノ
タ
イ
プ
：
ガ
ラ
ス
板
に
絵
の
具
や
墨
で
描
き
、
紙
に
摺
る
方
法
。

　

た
っ
た
一
枚
し
か
摺
れ
な
い
。
忠
二
に
よ
る
具
体
的
な
方
法
は
謎
。

ECO1J0299

東御市役所はチーム・マイ
ナス６％に参加しています

中
村
忠
二
（
な
か
む
ら
・
ち
ゅ
う
じ
）
１
８
９
８
〜
１
９
７
５
。
船
乗
り
、
無
線
技
師
を
し
な
が
ら
絵
を
描
き
、
詩
を
書
き
続
け
た
。

晩
年
、
モ
ノ
タ
イ
プ
を
考
案
し
数
万
点
と
も
い
わ
れ
る
作
品
を
制
作
。
極
度
に
つ
ま
し
い
生
活
を
送
っ
た
が
、
数
冊
の
作
品
集
を
自
費

出
版
し
無
償
配
布
し
た
。
虫
や
草
花
、
動
物
な
ど
小
さ
な
命
と
同
化
し
、
ユ
ー
モ
ア
と
優
し
さ
、
哀
し
み
と
詩
情
に
溢
れ
た
作
品
は
没

後
数
十
年
を
経
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
梅
野
記
念
絵
画
館
の
他
、
姫
路
市
立
、
兵
庫
県
立
近
代
、
高
岡
市
立
、
練
馬
区
立
の
各
美
術
館

に
収
蔵
。
当
作
品
は
3
／　

迄
展
示
中
で
す
。

２０

　

窓
を
つ
た
う
雨
の
し
ず
く
の
向
こ
う
に
、
街
の
ネ
オ
ン
が
ピ
ン
ぼ
け
の

映
像
の
よ
う
に
見
え
る
。
部
屋
に
独
り
、
窓
越
し
に
か
す
か
に
聞
こ
え
る

雨
音
が
、
静
け
さ
に
拍
車
を
か
け
る
…　

大
都
会
の
孤
独
、
何
と
い
う
哀

し
み
に
満
ち
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　

中
村
忠
二
は
「
歌
わ
な
く
て
は
生
き
て
い
ら
れ
な
い
こ
う
ろ
ぎ
、
絵
を

描
か
な
く
て
は
生
き
て
ゆ
け
な
い
忠
二
」
の
詩
を
残
し
て
い
ま
す
。
忠
二

に
と
っ
て
絵
と
詩
だ
け
が
す
べ
て
だ
っ
た
の
で
す
。

　

「
一
芸
は
道
に
通
ず
」。
こ
の
言
葉
は
転
職
が
当
た
り
前
の
社
会
に
、
と

て
も
重
み
を
感
じ
ま
す
。
私
は
こ
の
年
齢
に
な
っ
て
よ
う
や
く
噛
み
し
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
あ
今
年
も
反
省
か
ら
ス
タ
ー
ト
か
…

1968年　モノタイプ、紙　103.2センチ×67.7センチ




